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６．Ｌ区

L区の状況

Ｋ区より舌状台地の東端は、土抜きにより整地され、

樋越字西前沖地区の調査区北方は、御倉屋敷等の屋敷二

水田を挾んで町道大主１号線が通過している。

御倉屋敷等の屋敷名力討震炭遙淀胡城主牧野康成公の重臣である稲垣
氏の屋敷社と称される丁田城（稲垣屋敷）にも近い地である。

調査は、土抜きによってローム基盤を露呈している耕作地東の水田下に遺構の存在を求め、トレンチ

を設けるが、水田下30cmほどでローム面を検出し、落ち込みの存在を確認した為に、大主１号線の西脇

まで拡げ、ローム面と遺構の追求の為、東側にも調査区を設定。その結果、遺構は、大主１号線西脇に

並走して南方に流下する水路下に検出されたＳＭＩを東方の限界とし、ローム面は、東脇７ｍ前後まで追

求するが、遺構は検出されなかった。

Ｌ区東壁セクション土層について（第206図）

調査区東壁及び南壁のセクションにより、現水田下に旧水田（Ｉ～Ｖ）そして現況の水田面を整地す
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第205図Ｌ区東壁、南壁十層図

Ｌ区東壁・南壁セクション土層説明

１灰暗褐色粘質土（水田Ｉ）

1１〃（水田Ⅱ）

４〃（水田111～1V)￣

５灰暗褐色粘土

１３暗褐色砂質土

１４暗褐色粘十

２←３←８←９←10←12←19←20は埋土

暗褐色土ローム粒・ロームブロックを多く含む

６．１７黒褐色粘質上（SＭ１）

７黒褐色粘質土砂質分を含む

JIL_讓負粘騨_些旦］LzL
1６暗褐色粘質土少埜のローム粒・ロームプロックを含む

1８撹乱

2１黒褐色粘質土班点状にロームプロックを含む

２２．２３．２５．２７暗褐色土ローム粒を含む

２４．２６暗褐色土班点状にロームプロックを含む
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Ⅲ検出した遺構と遺物

る為に埋土された状況を観察することができた。

埋土は、ローム粒。ロームブロックを多く含む暗褐色土で、｜日水田Ⅲ～1Vを東方～南方向方に順次埋
め始め、調査区の南東隅までその状況が把握できる。

旧水田は、その整地化に底面を安定すべく、ローム面の二個所にその痕跡を残す。Ｎ13Ｇポイント西

側とSE13の西側に施された比高差20cmの段差、ＳＥ10西側を通過する同比高差を測る段差であり、N
-38o-Eの軸を両方が呈している。

これらの結果より、居住等の遺構が廃絶後、土層１１，４等の水田を営み、台地沿辺の土壌を切り崩し
て整地し、現水田面を整えたのであろう。

（１）検出した遺構と遺物（第205～229図）

検出された遺構は、溝状遺構(SＭ１～４)、井戸社(ＳＥ２～15)、円形土拡、堅穴状不明土拡、柱穴等
である。

検出された遺物は、肥前系(唐津、伊万里）・瀬戸美濃系の日用雑器、焙烙、土釜、砥石、臼、硯等で、
中国青磁が１点出土した。

１
１
 

溝状遺構

ＳＭ１ 

大主1号線の西脇に検出され、その走向主軸は、水田整地に伴うと考えられる段差とほぼ同軸を呈し

ている。最大幅1.6ｍ、深さ0.4ｍ、底面幅30cm前後で安定した幅を測る。

断面形は、底面より開口して立ち上がり、上部ではかなり緩慢な傾斜で広がる。覆土は、黒褐色粘質
土で、部分的に砂礫層の混入が認められる。

出土遺物は、炮焙片、摺鉢片、かわらけ、陶器類であった。
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SＭ２（第207図）

調査区中央部より西方において検出され、調査区中央北壁より、ほぼＳＭｌと同様の軸で南西に走向

し、ＳＥ８付近で直角に折れ、Ｎ-52.-Ｗの軸となる。さらに、ＳＥ２付近で西南西方向に折れる。
￣ 

規模は、調査区中央北壁部で、上場４６ｍ、下場0.6ｍ、深さ１ｍほどを洞

-52.-Ｗの軸を呈する中央部付近では、上場が2.5ｍ、深さ0.6ｍ前後となり、
lzi蘂iH譽堀とliiの断面形でｺツ
調査区南西隅に連れて上場、

深さも数値を減らしている。覆土状況より、砂質土の推積が暗褐

ていた可能性を示唆し、上層は、人為的に埋められたと考昇られ

色粘質土と互層になり、水堀状となっ
￣-－－ 

人為的に埋められたと考えられる部分がある ○ 

日

164.40-0 

ＳＭ２土層説明

１灰褐色粘質土現水田

2～６暗褐色土ロームブロツクの混入度による違い。

7．９暗褐色粘質土

８暗褐色粘質土と砂質土の互層

第207図ＳＭ２士層回
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出七遺物は、陶磁器、かわらけ、土鍋、砥石等で覆土中にて検出された。

SＭ３．４Ｒ（第208,229図）

ＳＭ３とＳＭ４間は、幅広い掘り方で結ばれ、掘り込み霧［土の除去後に検出された。ＳＭ３はＳＭ２に

似る走向を－部呈しているが、トレンチ部より緩やかに北方向に弧状を描いてカーブする。最大幅部で、

上場1.5ｍ、下場0.6ｍ、深さ0.7ｍほどを測る。ＳＭ４は、Ｑ10Ｇポイント付近では弧状を描くが、西方部

ではＳＭ３と並走気味に走向する。残存良好な調査区北壁部で、上場075ｍ、下場0.55ｍ、深さ25cmほど

を測る。

E 16420-EL 

１８．２３褐色土班点状にロームプロックを多く含む

暗褐色土パサパサ

暗褐色土

１２褐色士ロームプロックを含む

褐色土粘質を帯びる

暗褐色土ロームブロックを含む

１６褐色土粘質を帯び、ローム粒・ロームプロックを含む

にぶい黄褐色土粘質を帯びるロームプロックを含む

褐色土砂質気味

２２暗褐色土粘質を帯びる

２６褐色土ローム粒を含み砂質

粘質のロームブロック

にぷい黄褐色土粘質を帯びる

灰褐色粘土

●
 

□
 

０
 

６
●
 

８
９
Ⅲ
ｕ
田
叫
巧
Ⅳ
四
別
型
妬
躯
羽

０１m 

■■■■ 

第208図ＳＭ３，４間掘り込み土居図

１
１
 SＭ３．４間掘り込み土層説明

１．２灰褐色粘質土水田

３褐色粘質土全体に砂質分を含む

４ロームプロック

５褐色土ローム粒・カーボン粒含む

６暗褐色土班点状に少量のロームプロツクを含む

７暗褐色土６層よりも暗い

ｌ
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井戸竝

本調査区で検出された井戸社は、１４本を数える。総てが素掘りのものであった。形状は、円形と楕円
形プランに分かれ、円形を呈するものは、１ｍ弱の直径を測り、円筒形の掘り込みであった。楕円形を呈
するものは、上部が開口するロート状の掘り込みである。

ＳＥ２ 

Ｐ７ＧでＳＭ２内に包括される。直径0.8～0.85ｍの円形プランを呈し、同様の形状で円筒形に掘り込

まれ、深さ2.5ｍ前後で湧水にあたる。

ＳＥ３ 

０８Ｇに検出｡長軸1.02×短軸0.95ｍの円形気味プランを呈し､上部が僅かに開口するロート状の掘り

込みである。

ＳＥ４ 

Ｐ８Ｇに検出され、ＳＭ３によって切られている為に、北東部の上場が残存しない。残存部の上場で最
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Ⅲ検出した遺構と遺物

大幅2.05ｍを測る。掘り込みは、ロート状を呈し、深さ2.20ｍほどで底面に至した。
ＳＥ５ 

ＳＥ４の東側に隣接し、ＳＭ３によって北東部を切られている。プランは、1.8ｍほどの円形気味のプラ
ンとなろう。掘り込みは、ロート状を呈し、深さ2.10ｍほどを測る。

ＳＥ６ 

Ｎ８Ｇの北東隅、Ｏ９Ｇのポイントにかかり検出｡長軸0.94×短軸0.85ｍの円形気味プランで､深さ２．
７ｍほどを測り、円筒形の掘り込みであった。

ＳＥ７ 

０１ＯＧに検出され、その一部がＳＭ２の西側上場にかかる。長軸2.05×短軸1.73ｍの楕円形を呈し、
ロー卜状掘り込みであった。覆;土下層より、宝筐印塔の笠部が出土した。

ＳＥ８ 

Ｎ９Ｇの東辺にかかり、ＳＭ２にその全体が包括されて検出。長軸1.38×短軸1.28ｍの円形気味プラン
を呈し、ロード状掘り込みで、深さ2.4ｍ前後を測る。

ＳＥ９ 

Ｐ１１Ｇの南西、ＳＭ２にその全体が包括され、ＳＭ２よりも古い所産である。７０cm前後の直径を測り１
ｍ前後ほどを掘り下げるのがやっとであった。

ＳＥ1０ 

012Ｇにその主体を占め、僅かにＯ１１Ｇにかかり検出。長軸Ｌ８５ｘ短軸1.75ｍの円形プランを呈し、
ロート状掘り込みで、深さ2.1ｍほどを測る。

ＳＥ１１ 

Ｍ１１ＧとＮ１２Ｇに跨がり検出。９０cm前後の直径を測る円形プランを呈し、深さ1.2ｍほどで底面に達し
てしまった。底面は北寄りに深く、作業途中で棄棄したものであろう。

SE1２（第210図）

Ｍ１２Ｇの北西隅に検出｡長軸２×短軸1.83ｍの楕円形プランを呈し、ロート状の掘り込みである。深さ
は、２ｍほどを測る。

SE1３（第210図）

Ｍ１２Ｇに検出。Ｌ５ｍ前後の円形プランを呈し、片寄りのロート状掘り込みで、深さ2.1ｍを測る。
SE1４（第210図）

Ｌ１２Ｇに検出。0.8ｍ前後の円形プランを呈し、円筒形の掘り方を呈する。深さ1.2ｍほどである。
SE1５（第209図、Ｓ１：６０）

Ｏ１３Ｇに位置し、その大半が調査区外に占める。確認できる長軸長は、2.3ｍ､深さは確認面より1.8ｍ
ほどまで追及できた。上層覆i土よりスラグを検出した。

１
１
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１
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Ｓ E15土層説明

１．２灰褐色土

３暗褐色土

現水田

班点状にロームブロック

を多く含む

旧水田

スラグを含む

６黒褐色土

７暗褐色土

８暗褐色土

９褐色土

10褐色士

ローム粒を混える。

ローム粒を混える。

上層より明るい

サラッとしている

ローム粒混える

５
’
６
』
７
二
９臺臺１２ ４灰褐色粘質土

５黒褐色土
第209図SE15土層図
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第210図ＳＥ１２，１３，１４平面図

A， 
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Ｉ 

円形土肱

SＤ６０（第211図）

Ｌ11､Ｍ１１Ｇに跨がり検出された｡長軸長1.33×短軸長120ｍ､残存壁高23cmを測一－，63ﾌ0-趾
る楕円形プランを呈する掘り方である。

平…門に…．､標…､……小…､…状;>ｱﾉｸﾞ〃諺
掘り込みが残る。樋状の埋置をした痕跡と考えられ､掘り方と埋置間に裏込めを施ｐ－－ｌＭ

第211図ＳＤ６０
し、樋状の埋置の安定を謀ったのであろう。出土遺物は皆無であった。

その他、SD61は、調査区南壁に僅かにかかり検出。SD62は、ＳＭ２内に検出され、長軸長1.05ｍ、短

軸長0.65ｍを測る楕円形で、石臼が出土した。

Ｉ
 

長方形土坑（ＳＤ６３～70）

SD63～67,ＳD70は、Ｎ-51｡～64.-Ｗ問にその主軸を呈し、ＳD68.69は、Ｎ-25｡～33.-Ｅ間の主軸とな

り、９０｡前後の角度差を測る。規模は、長軸長が0.8～185ｍとばらつくが、短軸長は、５０～60cm前後と画

一的である。

方形土拡（SD71～73）

SD71は、長軸長0.9×短軸長０８ｍ、深さ30cm前後を測る正方形気味プランを呈する。SD72は長軸Ｌ３

ｍ、短軸0.65ｍで長軸長がN-35o-Eを呈する。

SD73は、一辺が3.5～3.6ｍを測る正方形に近いプランを呈し、底面には、長方形土拡と溝状の掘り込

みを伴う、堅穴状の土拡で、摺鉢が出土。

Z6５ 



ノ

（２）出土遺物（麹12～228図） 、検出した遺構と；

Ｌ区で出土した大半の遺物は、ＳＭ３～４間に検出された。出土品は、碗、皿、瓶、猪口、鉢、：燈明皿、摺鉢､炮焙、土鍋、香焼硯、砥石、石臼、石鉢、石塔片等で、金属製品は、僅かに煙管片一点であった。紙面上253点を掲載した。

陶磁器の生産地は､肥前系、瀬戸美濃系の所産が大部分を占め、他に京焼系、龍泉系舶載品、産明の製品が見られる。

肥前系の製品は､くらわんか手と称される雪輪に梅花文を描くもの（８～15)､見込み中央に五弁蓮花弁花と呼ぶ小花文)を染付したもの（７，２５，２６，３０)、コンニャク印判による装飾を施すもの(18～
が中心で、１８世紀代に肥前磁器が国内市場に向けて安価な商品を焼造したものが中心である。他に尼焼系の碗と皿、色絵碗（34)、青磁片（40,41)、北九州系の製品と考えられるもの（42）も見られる；大半のものが18世紀代に位置付けされよう。

瀬戸美濃の製品は、１６世紀～19世紀初頭頃のもので、大窯～連房式登り窯によって焼成されている
その主体は、連房式登り窯のもので17世紀後半～18世紀間に位置付けされる。１７世紀後半～18世紀前に比定されるものは、御深井釉スリ絵、鉄釉丸碗等が見られ、１８世紀中葉～後葉のものは、塗り分け瀞徳利、燈明皿等である。

検出した遺構と遺物

、徳利、

管雁□ 

i’ 地不

花 (五

１ 

Ｉ 
２ 2） 

唐津

Ｈ 
、

力

る。

Ｉ 
己前葉

け碗、

瀬戸美濃の製品は16～19世紀と長期間に渡るものが出土しているが、肥前系の製品は、１８世紀前
窯業界の変貌が如実に表われ、国内市場に向けての安価な18世紀を特徴付ける製品が多く出土した
の事は、１７世紀代の製品が認められない事より、１８世紀代に全国に市場開拓をした証であろうし、わんか手の雪輪に梅花文を描く碗の多量出土でも理解できる。
京焼系の製品は、産地が肥前か京都かは判別できないが、鉄で山水を描く碗等が出土している。F内中央には「柴」の押捺が認められる。
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陶磁器よりＬ区の年代観を考察すると、
肥前系製品では18世紀後半代を特色付ける広東形碗、のも のＩま 19世；

しりは19世紀前半代を位置付ける太白碗の製品が見られない事より、
。￣･ローロー～Ｕ｜

であろうと推察する。

美濃系

19世紀初頭頃まで在続していた遺跡１
１
１
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Ⅲ検出した遺構と遺物

、Ｉ 

ｌ亭I~~~ 

、－－

、

｜
■
■
■
げ
■
ｒ
Ｌ

’ 

〕
～ 

、

三 Ｉ 
、

〈

三三１ ￣ 

￣ ～ 
1５０ 

第219図Ｌ区出土遺物(8) １
１
 Z7石



１
１
 

ニエア1５４ 

『二二 －－－－－－－－－ 

１ 5２ 

ｔ
「
Ｉ

一一回1５５ 

、

鑿ﾆﾐﾐ□
、

1５６ 

Ｏ１０ｃｍ 

ｌ■■■■１ 5３ 

＝第220図Ｌ区出土遺物(9)

17石
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図番号 土器種 出土地点 堂目 釉色･胎土･焼成 特 徴 摘要

碗（磁器）１ LＰ９Ｇ 推定口径10.2器 青灰色袖で、内外 外面ロ縁部に二本。腰部に一本の圏

線を廻らせ､この間に山水等を描く。

高台外面にも二本圏線廻ろ。口縁部
が外反する。

l8C初頃の唐津焼
高5.1推定底径 面に鉄分発色。灰

色の細かい粒子。

硬質。

系

5.3 

碗（磁器）Ｚ ＬＰ８．１OＧ 推定口径10.6器 淡青灰色釉で、外 圏線は１と同一。山水を描く。 l8C初頃の唐津焼

系高7.7底径５ 面高台部付近に鉄

分発色。胎土、焼

成１に似る。

碗（磁器）Ｈ LＰ９Ｇ 推定口径10.9器 <すんだ青灰色釉

で、内外面に鉄分
呉須の発色悪<、外面□縁部に二本

の圏線と山水の描きが認められる。
l8C初頃の唐津焼

系高６８底径５

発色｡灰色｡硬質。

碗（磁器）４ SＥ 推定口径10.1 濃青灰色釉。灰色 外面に斜格子？等を描く。 18Ｃ初の唐津焼系
の細かい粒子。硬

質。

碗（磁器）

■
、

ＬＰ９Ｇ 底径4.3 青灰色紬。灰色の

細かい粒子｡硬質。

腰部に－本、高台外面に二本の圏線

と山水を描く。

l8C頃肥前系

碗（磁器）６ SＭ１ 底径4.3 淡青灰色釉。灰色

の細かい粒子。硬

呉須の発色淡い゜ l8C頃肥前系

質。

Z7N9 

図番号 土器菰 出,土地点 辻目 釉色･胎土･焼成 特徴 摘要

碗（磁器） LＰ９Ｇ 推定口径10.2器

高5.1推定底径

５．３ 

青灰色軸で、内外

面に鉄分発色。灰

色の細かい粒子。

硬質。

外面ロ縁部に二本。腰部に一本の圏

線を廻らせ､この間にIil水等を描く。
高台外面にも二本圏線廻ろ。ロ縁部
が外反する。

l8C初頃の唐津焼

系

碗（磁器） ＬＰ８．１０Ｇ／‘ 推定口径10.6器

高7.7底径５

淡青灰色柚で、外

面高台部付近に鉄

分発色。胎土、焼

成１に似る。

圏線は１と同一。山水を描く。 l8C初頃の唐izlk焼

系

碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 推定口径10.9器

高６８底径５

<すんだ青灰色袖

で、内外面に鉄分

発色｡灰色｡硬質。

呉須の発色悪<、外面口縁部に二本

の圏練と【'１水の描きが認められる。
l8C初頃の唐津焼

系

碗（磁器） SＥ 推定口径10.1 濃青灰色釉。灰色

の細かい粒子。硬

質。

外面に斜格子？等を描く。 18Ｃ初の唐津焼系

碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 底径4.3 青灰色軸。灰色の

細かい粒子｡硬質。
腰部に一本、高台外面に二本の圏線

と山水を描く。

18Ｃ頃肥削系

碗（磁器） ＳＭ１ 底径4.3 淡青灰色紬。灰色

の細かい粒子。硬

質。

呉須の発色淡い。 I8C頃肥前系



図番号 土器種 出土地点 釉色･胎土･焼成量目 特 徴 摘要

碗（磁器） ＬＰ９，１OＧ 口径9.1器高5.8 灰白色釉。白色。 低い削り出しの丸腰碗。雪輪を間取 l8C頃肥前系

底径3.3 硬質。 りとして、内に農夫、外に竹笹文を

描く。内面見込みに五弁蓮花。

碗（磁器） LＰ９Ｇ 口径9.8器高5.］ 灰白色釉。淡灰白 雪輪に梅花文。高台裏に銘あり。８ l8C頃肥前系

底径3.9 色。硬質。 (1700～1780） 

碗（磁器） LＰ９Ｇ 口径9.9器高5.2 灰白色釉。淡灰白 雪輪に梅花文。高台裏に銘あり。

Ｕ
ｕ
 l8C頃肥前系

底径3.7 色。硬質。 (1700～1780） 

碗（磁器） LP10G 推定口径１０器高 灰白色釉。淡灰白1０ 雪輪に梅花文｡呉須の発色やや淡い。 l8C頃肥前系

5.1推定底径4.2 色。硬質。 (1700～1780） 

碗（磁器） 推定口径10.2器Ｌ区 灰白色釉。淡灰白 雪輪に梅花文。高台裏に銘あり。 l8C頃肥前系１１ 

高5.2推定底径 色。硬質。 (1700～1780） 

4.3 

SＭ２ 碗（磁器） 推定口径10.8器 灰白色釉。淡灰白 雪輪に梅花文。 l8C頃肥前系1２ 

高5.2推定底径 色。硬質。 (1700～1780） 

４．４ 

碗（磁器） ＬＰ９，１OＧ 灰白色釉。淡灰白口径9.8器高5.1 雪輪に梅花文を描くが線が細く、呉1３ 18Ｃの肥前系

底径3.8 色。硬質。 須の発色は鮮やかな青。高台裏に銘 (1700～1780） 

あり。

碗（磁器） 口径9.8器高5,2 <すんだ灰白色釉 雪輪に梅花文。高台裏に銘あり。 18Ｃの肥前系1４ ＬＰ１０Ｇ 

底径3.7 淡灰白色。硬質。 (1700～1780） 

淡灰白色釉。淡灰碗（磁器） 推定口径9.8器 呉須の発色淡い。雪輪に梅花文。高 18Ｃの肥前系1肘 ＬＰ９Ｇ 

高5.7底径4.1 白色。硬質。 台裏に銘あり。 (1700～1780） 

碗（磁器） 灰白色釉｡灰白色。 18Ｃの肥前系推定口径8.7器 外面口唇部下と腰部に－本づつの圏ＬＰ９Ｇ 1６ 

高６推定底径4.1 硬質。 線を廻らせ、その間に梱を描く。外

面高台部に二本。脇一本、内面口唇

部下と立ち上がり部に二本の圏線を

廻らせる。

灰白色釉。淡灰白 高台外と脇に一本づつの圏線を廻ら

せ、体部に飛鳥を描いているのか？

18頃肥前系小碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 推定口径8.ユ器1７ 

高3.3底径2.6 色。硬質。

小碗（磁器） LＰ９Ｇ 推定口径8.4 灰白色釉。淡灰白 外面にコンニャク判による蕪を施1８ l8C肥前系

色。硬質。 す。

l8C頃肥前系碗（磁器） LＰ９Ｇ 推定口径9.4器 灰白色釉。淡灰白 高台外に二本、脇に一本の圏線を廻1９ 

高５４底径3.8 色。硬質。 らせ、体部外面にコンニャク半りによ

る井桁桐文を施す。

18Ｃ頃肥前系灰白色釉。淡灰白色。硬質。外面に碗（磁器） Ｌ区川

コンニャク判による菊花を施す。

l8C頃肥前系濃灰白色紬。灰白 外面にコンニャク判により模様を施２１１小碗(磁器)片 LＰ１０Ｇ 

色。硬質。 すが不明。

18Ｃ頃肥前系推定口径8.3器 灰白色釉。淡灰白 高台外に二本、腰部に一本の圏線を碗（磁器） Ｌ区2２ 

高4.3底径3.1 色。硬質。 廻らせ､口唇部から雨降り柳を描く。

灰白色紬。淡灰白 呉須の発色は淡い。腰部に一本の圏 l8C頃肥前系推定口径7.3２３１碗（磁器）片 Ｌ区

色。硬質。 線が廻り、口唇部より雨降り柳を描
' 
、｡

Z8D 

図番号 土器種 出土地点 垂目 袖色･胎土･焼成 特徴 摘要

碗（磁器） ＬＰ９，１OＧ ﾛ径9.1器高5.8

底径3.3

灰白色紬。白色。

硬質。

低い削り出しの丸腰碗。置輪を間取

りとして、内に農夫、外に竹笹文を

描く。内面見込みに五弁蓮花。

l8C頃肥前系

碗〈磁器） LＰ９Ｇ 口径９

底径３

器高5.1 灰白色粕。淡灰白

色。硬質。

雪輪に梅花文。高台裏に銘あり。 l8C頃肥前系

(1700～1780） 

碗（磁器） ＬＰ９（； 口径9.9器高5,2

底径3.7

灰白

色。

色瑚

硬潤

淡灰白 言論に梅花文。高台裏に銘あり。 l8C頃肥前系

(1700～1780） 

1０ 碗（磁器） LP10G 推定口径１０器高

5.1推定底径4.2

灰白色紺

色。硬質

淡灰白 雪輪に梅花文｡呉須の発色やや淡い。 l8C頃肥前系

(1700～1780） 

1１ 碗（磁器） Ｌ区 推定口径10.2器

高5.2推定底径

』.３

灰白色和

色。硬質

淡灰:星！ 雪輪に梅花文。高台裏に銘あり。 18Ｃ頃肥前系

(1700～1780） 

１２ 碗（磁器） ＳＭ２ 推定口径10.8冊

高5.2推定底径

４．４ 

灰白色珊

色。硬質

淡灰白 言論に梅花文。 l8C頃肥前系

(1700～1780） 

1３ 碗（磁器） ＬＰ９，１OＧ 口径9.8器高5.1

底径3.8

灰白色袖。淡灰白

色。硬質。

雪輪に梅花文を描くが線が細く、呉

須の発色は鮮やかな青。高台裏に銘

あり。

18Ｃの肥前系

(1700～1780） 

1４ 碗（磁器） ＬＰ１０Ｇ 口径9.8器高5.2

底径3.7

<すんだ灰白色釉

淡灰白色。硬質。

雪輪に梅花文。高台裏に銘あり。 18Ｃの肥前系

(1700～1780） 

1５ 碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 推定口径9.8器

高5.7底径4.1

淡灰白

白色。

色釉。淡灰

硬質。

呉須の発色淡い゜雪輪に梅花文。商

台裏に銘あり。

18Ｃの肥前系

(1700～1780） 

1６ 碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 推定Ｕ径８７器

高６推定底径41

灰白色柚｡灰白色。

硬質。

外面口唇部下と腰部に－本づつの圏

線を廻らせ、その間に梱を描く。外

面高台部に二本。脇一本、内面ロ唇

部下と立ち上がり部に二本の圏線を

廻らせる。

18Ｃの肥前系

1７ 小碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 推定ロ径8.ユ器

亮3.3底径2.6

灰白色柚。淡灰、

色。硬質。

高台外と脇に･本づつの圏線を廻ら

せ、休部に飛鳥を描いているのか？

18項肥前系

1８ 小碗（磁器） LＰ９Ｇ 推定口径8.4 灰白色柚。淡灰白

色。硬質。

外面にコンニャク判による蕪を施

す。

18Ｃ肥前系

1９ 碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 推定口径9.4器

商5.4底径3.8

灰白色繭11．淡灰白

色。硬質。

高台外に二本、脇に一本の圏線を廻

らせ、体部外面にコンニャク判によ

る井桁桐文を施す。

l8C頃肥前系

2０ 碗（磁器） Ｌ区 灰白色釉。淡灰白色。硬質。外面に

コンニャク判による菊花を施す。

l8C頃肥前系

2１ 小碗(磁器)片 ＬＰ１０Ｇ 濃灰白色袖。灰白

色。硬質。

外面にコンニャク判により模様を施

すが不明。

l8C頃肥前系

２２ 碗（磁器） Ｌ区 推定口径8.3器

商４３底径3.1

灰白色粕。淡灰白

色。硬質。

高台外に二本、腰部に－本の圏線を

廻らせ､口唇部から雨降り柳を描く。

l8C頃肥前系

２３ 碗（磁器）片。 Ｌ区 推定口径7.3 灰白色釉。淡灰白

色。硬質。

呉須の発色は淡い。腰部に一本の圏

線が廻り、ｕ唇部より雨降り柳を猫

く。

l8C頃肥前系



、検出した遺構と遺物

出土地点図番号 土器種 丘目 釉色･胎土･焼成 特 徴 摘要

碗（磁器） ＬＰ８．９Ｇ 口径9.2器高4.9 肥前系？光沢のある淡灰白 外面ロ縁部と腰部に－本づつの圏線2４ 

蓋物 底径４ 袖。白色。硬質。 を廻らし、その間に亀甲文と格子文

を組み合わせる。高台外にも二本の

圏線廻る。内面のロ縁部が４ｍほど

無釉で、蓋の合わせ部とする。

碗（磁器） LＰ９Ｇ 口径8.5器高５ 淡灰白釉。白色。 外面口唇部下と腰部に－本づっの圏2５ 肥前系

底径3.3 硬質。 線を廻らし、その間に矢筈文と折線

文を組み合せて描く｡高台脇に－本、

内面の口唇下に二本。立ち上がり部

に一本の圏線が廻る゜見込みに五弁

蓮花を描く。

碗（磁器） LＰ８Ｇ 口径7.2器高5.52６ 灰白色釉。白色。 外面ロ縁と腰部に－本づつの圏線を l8C頃肥前系

筒形 底径3.9 硬質ｃ 廻らせ、その間の口縁部圏線に連木

竹、腰部の圏線に輪重ねと草文を交

互に描く。高台外と脇に－本づつ、

内面口縁部と立ち上がり部に二本づ

つの圏線を廻らせ、見込みに五弁蓮

花を描く。

推定口径6.9器LＱ８．９．１OＧ 碗（磁器）2７ 灰白色釉｡灰白色。 高台外に二本、脇に－本、内面ロ縁 l8C頃肥前系

筒形 高5.6推定底径 部に二本､立ち上がり部に一本の圏

■
曰
Ⅱ
。

線を廻らせる。外面体部に雪輪文を3.3 

描く。

LＱ９Ｇ 碗（磁器）2８ 推定口径7.6 淡灰白色釉｡白色。 外面ﾛ唇部下と腰部に圏線を廻ら l8C頃肥前系

筒形 せ、その間に菊割花つなぎを描く。

内面ロ縁部に二本、立ち上がり部に

一本の圏線廻る。

碗（磁器） SＥ 推定口径3.7 淡青味がかった灰鵬 高台外に二本、脇に－本、腰部に一 l8C頃肥前系

筒形 白色釉。白色。硬 本、内面立ち上がり部に一本の圏線

質。 を廻らせる｡体部外面の模様は不明。

見込み部は五弁蓮花か?

I 

碗（磁器） ＬＰ１０Ｇ 底径3.8 灰白色釉。白色。3０ 高台外に一本、脇に－本、腰部に－ l8C頃肥前系

筒形 硬質。 本、内面立ち上がり部に一本の園線

を廻らせ､体部外面に交叉草文､霧、

綱目文等を描く。見込み部に五弁蓮

花の簡略した模様を描く。

碗（磁器） LP11G 3１ 推定口径14.3器 淡灰白色釉｡白色。 高台外に二本。腰部とロ縁部に－本 l8C頃肥前系？

蓋物 高7.7推定底径 硬質。 づつの圏線を廻らせ、その間に竹笹

文等を描く。6.9 

碗（磁器）片 LP10G 3２ 淡灰白色釉｡白色。 ロ縁部下と腰部に－本づつの圏線を l8C頃肥前系

硬質。 廻らし､その間に笹葉散らしを描く。

内面口唇部下に二本、立ち上がり部

に一本の圏線が廻る。

碗（磁器） LＰ９Ｇ 推定口径10.9鯛 淡灰白色釉｡白色。 外面体部に山水を描く。 l8C頃肥前系？

硬質。

碗（磁器） LP10G 推定口径8.4器3４ 淡白色釉。白色。 体部外面に花文等を赤、青、黒、淡

青色釉で描く。見込み部にも花文ら

l8C頃肥前系

色絵碗 高4.6底径3.3 硬質。

しき模様が見られるが、剥がれが酷

く不明。軽く、薄手のつくり。

Z8Z 

図番号 土器種 出土地点 量目 釉色･胎七･焼成 特徴 摘要

2４ 碗（磁器）

蓋物

ＬＰ８．９Ｇ ﾛ径9.2器高4.9

底径４

光沢のある淡灰白

釉。白色。硬質。

外面二I縁部と腰部に.-本づつの圏線

を廻らし、その間に亀甲文と格子文

を組み合わせる。高台外にも二本の

圏線廻る。内面の口縁部が４mmほど

無釉で、蓋の合わせ部とする。

肥前系？

2５ 碗（磁器） LＰ９Ｇ 口径8.5器高５

底径3.3

淡灰白釉。白色。

硬質。

外面｢H唇部下と腰部に‐本づつの圏

線を廻らし、その間に矢筈文と折線

文を組み合せて描く｡高台脇に－本、

内面の[司唇下に二本。立ちjﾆがり部

に-本の圏線が廻る。見込みに五弁

蓮花を描く。

肥前系

2６ 碗（磁器）

筒形

LＰ８Ｇ 口径7.2器高5.5

底径3.9

灰白色軸。；聖宵色。

硬質。

ﾀﾄ面Ll縁と腰部に-本づつの圏線を

廻らせ、その間のロ縁部圏線に連木

竹、腰部の圏線に輪重ねと草文を交

互に描く。高台外と脇に－本づつ、

内面ロ緑部と立ち上がり部に二本づ

つの圏線を廻らせ、見込みに玉井蓮

花を描く。

l8C頃肥前系

2７ 碗（磁器）

筒形

LＱ８．９．１OＧ 推定ロ篠6.9器

高5.6推定底径

３－３ 

灰向角袖｡灰ｆ１色。 高台外に:本、脇に一・本、内面ロ縁

部に二本、立ち上がり部に-.本の圏

線を廻らせる。外面休部に雪輪文を

描く。

l8C頃肥前系

2８ 碗（磁器）

筒形

LＱ９Ｇ 推定口径7.6 淡灰白色袖｡ri色。 外面口唇部下と腰部に圏線を廻ら

せ、その間に菊割花つなぎを描く。

内面肖縁部に二本、立ち上がり部に

・・本の圏線廻ろ。

l8C頃肥前系

２９ 碗（磁器）

筒形

ＳＥ 推定口径3.7 淡育味がかった灰

ｆＩ色釉。白色。礎

質。

高台

本、

を廻

見込

外に二本、脇に一本、腰部に.

内面立ち.上がり部に･本の圏線

らせる｡体部外面の模椴は不明。

み部は五弁蓮花か？

18Ｃ頃肥前系

3０ 碗（磁器）

筒形

LP10G 底径3.8 灰白色袖。白色。

硬質。

高台外に－本、脇に･本、腰部に－

本、内面立ち上がり部に一本の園線

を廻らせ､体部外面に交叉草文､霧、

網目文等を描く。見込み部に五弁蓮

花の簡略した模様を描く。

l8C頃肥前系

3１ 碗（磁器〉

蓋物

ＬＰ１１Ｇ 

6.9 

4.3器

定底径

淡灰白色軸｡白色。

硬質。

高台外に二本。腰部と、縁部に－本

づつの圏線を廻らせ、その間に竹笹

文等を描く。

l8C頃肥前系？

3２ 碗（磁器）（. ＬＰ１０Ｇ 淡灰白色袖｡白色。

硬質。

;-W縁部下と腰部に－本づつの圏線を

廻らし､その間に笹梨散らしを描く二

内面r』唇部下に二本、立ち上がり部

に－本の圏線が廻ろ。

18Ｃ頃肥前系

3３ 碗（磁器） ＬＰ９Ｇ 推定口径10.9 淡灰;こ]色釉｡白色。

硬質。

外面休部に山水を描く。 l8C頃肥前系？

3４ 碗〈磁器）

色絵碗

ＬＰ１０Ｇ 推定口径8.4器

高4.6底径3.3

淡白色釉。白色。

硬質。

体部外面に花文等を赤、青、黒、淡

青色釉で描く。見込み部にも花文ら

しき模様が見られるが、剥がれが酷

<不明。軽く、薄手のつくり。

l8C頃肥前系



袖色･胎土･焼成 特 徴 摘要出土地点図番号 土器種 堂目

淡灰白色粕｡白色。 蛇ノ目凹形高台で外面体部に唐草内 18C後半頃肥前系口径13.6器高3．皿（磁器） LＰａ９Ｇ 3５ 

面に草花文を描く。高台外に二本、硬質。７ 

脇に一本の圏線を廻らす。底径8.9

淡青味がかった灰 見込み蛇ノ目釉ハギで高台は無釉。皿（磁器） LＰ９Ｇ 推定口径13.6器 l7C後半～18Ｃ前3６ 

半頃肥前系高3.7底径4.6 白色釉。硬質。 内面に梅の折枝文を粗放に描く。

18Ｃ後半頃肥前系淡青味がかった灰 外面に草花文をあしらい、内面ロ縁蓋（磁器） Ｌ区 口径10.2つまみ3７ 

径5.2底径2.8 白色釉。灰白色。 部に二本、天井部に一本の圏線を廻 カユ？

らし、中央部に鳥と雲を描く。硬質。

l8C頃肥前系罰圃 灰白色釉｡灰白色。 外面に蕨手唐草を描く。瓶（磁器）3８ 

硬質。

灰白色釉｡灰白色。SDRHD 推定口径6.3器 無文の猪口である。猪口（磁器）3９ 

高5.4底径3.2 硬質。

花生の底径片であろう。 17Ｃ後半頃の頃肥LＱ９Ｇ 光沢のある鮮やか瓶（磁器）片 底径7.34０ 

な青緑色釉。灰白青磁 前系か？

色。硬質。

光沢のある淡青緑 畳付部は無釉。皿（磁器）片 LＰ８Ｇ 4１ 

色釉。灰白色。硬青磁

質。

体部外面の褐色釉上に鶴を三羽鉄絵褐色釉。ざっくり 九州系の焼物であLＰ９Ｇ 口径9.7器高6，２碗（陶器）4２ 

し、内外面ロ縁部に青色紬を潰け掛底径3.6 した吸水性のある ろう。

けする。軽量感のある碗である。黄白色。軟質。

淡緑灰色釉。黄白 貫入の入る淡緑灰色釉に、緑白色で 18Ｃ後半頃の京焼推定口径9.9碗 LＰ９Ｇ 4３ 

色の細かい粒子。 半菊などの花柄を描く。 風瀬戸美濃

硬質。

17Ｃ後半頃の京焼無釉高台で、外面体部に山水を鉄絵透明感のある淡黄推定口径9.8器ＬＰ９．１OＧ 碗4４ 

－
１
 

する。高台裏に◎の円刻と柴である色釉。細かい黄白 風高5.8底径4.5

う押印がある。色。硬質ｃ

光沢があり透明な 高く直立した削り出し高台で無釉で 17Ｃ後半頃の京焼推定底径鉢 ＬＰ１０Ｇ 4５ 

ある。４４と同様高台裏に柴の押印淡灰色釉。細かい 風

がある。内面体部に、僅かに絵付け粒子の灰白色。硬

が見られる。質･

畳付部が無釉。 l8C頃の唐津焼系光沢があり細かく推定口径11.3器碗 LP10G 4６ 

貫入の入る灰黄白高7.3底径4.6

色釉。黄白色。硬

質。

シャープに削り出した高台で、外面 l7C後半頃の京焼光沢がある淡黄色推定口径4.7罰IＥ碗4７ 

体部に僅かに鉄画が残る｡44に似る。袖。細かい粒子の 風

黄白色。

縁反形の碗で、軽量感がある。 19Ｃ京焼風光沢のない貫入の推定口径9.1器Ｌ区碗4８ 

入るにぶい黄白色高3.3

釉。細かい粒子の

黄白色。硬質。

シャープな削り出し高台で、無釉。 18Ｃ前半の京焼風淡黄白色釉。黄白碗 ＬＰ 推定口径9.3器4９ 

高４９底径3.5 色。硬質。

Z８２ 

’ 

図番号 △器種 出土地点 辻目 釉色･胎上･焼成 特徴 摘要

3５ Ilu（磁器〕 ＬＰ８，９Ｇ 11径13.6器高３

医径8.9

淡灰白色柚｡F］色。

硬質。

蛇ノ

面に

脇に

曰凹形高台で外面体部に唐草内

草花文を描く＝高台外に゛二本、

一本の圏線を廻らす。

18C後半頃肥前系

3６ 皿〈磁器） ＬＰ９Ｇ 推定口径13.6器

商3.7底径4.6

淡青味がかった灰

白色軸。硬質。

見込み蛇ノ目釉ハギで高台は無釉。

内面に梅の折枝文を粗放}こ描く。

17Ｃ後半～18Ｃ前

半頃肥前系

3７ 蓋（磁器〉 Ｌ区 口径10.2つまみ

径5.2底径2.8

淡育味がかった灰

白色jM1･灰白色。

硬質。

外面に草花文をあしらい、内面ロ縁

部に二本、天井部に－本の圏線を廻

らし、L1I央部に鳥と雲を描く。

18Ｃ後半頃肥前系

か？

3８ 瓶（磁器） SＤ 灰白色袖｡灰白色。

硬質。

外面に蕨手唐草を描く。 l8C頃肥前系

3９ 猪口（磁器） SＤＳＥ 推定口径6.3器

筒5.4底篠3.2

灰白色袖｡灰白色。

1,1質。

無文の猪口である。

dｏ 瓶（磁器）片

青磁

LＱ９Ｇ 底径7.3 光沢のある鮮やか

な青緑色釉。灰白

色。硬質。

花生の底径片であろう。 17Ｃ後半頃の頃肥

前系か？

41 皿（磁器）片

青磁

ＬＰ８Ｇ 光沢のあ

色釉。灰

質。

淡青緑

色。硬

賢付部は無釉。

4２ 碗（陶器） LＰ９Ｇ i]径9.7器高6,2

底径3.6

褐色釉。ざっくり

した吸水性のある

黄白色。軟質。

休部外面の褐色釉上に鶴を三羽鉄絵

し、内外面I:縁部に青色釉を漬け掛

けする。軽量感のある碗である。

ﾉL州系の焼物であ

ろう。

4３ 碗 ＬＰ９Ｇ 推定口径9.9 淡緑灰色釉。黄白

色の細かい粒子。

硬質。

貫入の入る淡緑灰色粕に、緑白色で

半菊などの花柄を描く。

18Ｃ後半頃の京焼

風瀬戸美濃

4４ 碗 ＬＰ９．１OＧ 推定口径9.8器

5.8底径,1.5

透明感の

色釉。紐

色。硬質

る淡黄

い黄白

無釉高台で、外面体部に山水を鉄絵

する。高台裏に◎の:Ⅱ二刻と柴である

う押印がある。

17Ｃ後半頃の京焼

風

4５ 9fＦ ＬＰ１０Ｇ 椎忘辰径 光沢が厳

淡灰色紺

粒子の灰

質。

透明な

細かい

色。砿

高く直立した削り出し高台で無釉で

ある。４４と同様高台裏に柴の押印

がある。内面体部に、僅かに絵付け

が見られる。

17Ｃ後半頃の京焼

風

４６ 碗 ＬＰ１０Ｇ 推定[l径113器

高7.3底径4.6

光沢があ

貫入の入

色釉。黄

質。

細かく

灰黄白

色。弧

畳付部が無釉。 l8C頃の唐津焼系

４７ 碗 SＤ 推定口径4.7 光沢があ

粕。細か

黄白色。

淡黄色

粒子の

シャープに削り出した高台で、外面

体部に僅かに鉄画が残る｡44に似る。

17Ｃ後半頃の京焼

風

4８ 碗 Ｌ区 推定口径9.1器

高3.3

光沢のなi,｡貫入の

入るにぶい黄[』]色

釉。細かい粒･子の

黄白色。硬質。

縁反形の碗-＆軽壁感がある。 19Ｃ京焼風

4９ 碗 LＰ 推定口径9.3器

高4.9底径3.5

淡黄白色紬。黄白

色。硬質。

シャープな削り出し高台で、無釉。 18Ｃ前半の京焼風



Ⅲ検出した遺構と遺物

図番号 土器種 出土地点 堂目 釉色･胎土･焼成 特 徴 摘要

皿（陶器）5０ Ｌ区 口径11.2器高２

底径6.6

長石釉。ざっくり 僅かに削り出す低い高台で、内面に l7C後半頃の美濃

した白色。硬質。 三ケ所の目あとが残る。 焼か？

皿（陶器）5１ 推定口径11.9器Ｌ区 長石釉。灰色。硬 灯明皿に使用したのか、僅かに口唇

部に油カスが付着。高台裏に円錘ピ

l7C中葉の美濃焼

高2.2底径6.6 質。 カユ？

ﾝ痕。折縁皿。

皿（陶器）5２ Ｌ区 推定口径11.7器 長石釉。赤褐色士 内外面が淡赤色と白色が班となる。 17Ｃ前半頃の美濃

高2.6推定底径 と灰白色の混合 焼か。

土？。硬質。８．８ 

皿（陶器）鑓 Ｌ区 推定口径10.7器 灰釉。ざっくりし 丸皿で内面底部に16弁の菊花を押印

する。外面底に輪トチンが溶着。

17Ｃ前半の美濃焼

高2.8底径6.1 た灰白色。硬質。

皿（陶器）片 SＭ 5４ 灰釉。灰白色。硬 内面底に12弁？の菊花を押印。外面

底に輪トチン痕。

l6C頃の美濃焼

質。

灯明皿壷 LP10G 鉄釉。暗灰白色。口径10.8器高2． 光沢のない褐色の鉄釉で、受け付皿

部の切り込みは凹字形。

18Ｃ後半頃の美濃
（受け付） ８底径5.1 硬質･ 焼

灯明皿 LＰ９Ｇ 5６ 口径10.2器高2． 鉄釉。暗灰白色。 褐色の鉄釉で、外面底部は、釉を拭 18Ｃ後半頃の美濃

（受け付） 硬質。１ きとる。受け付皿部の切り込みはＶ 焼

底径5.4 字形。

灯明皿 LＰ８Ｇ 5７ 口径10.1器高2． 鉄柚。暗灰白色。 55の器形に似るタイプである。 18Ｃ後半頃の美濃

（受け付） 硬質。１ 焼

底径4,8

灯明皿躯 Ｌ区 推定口径102器 鉄釉。黄白色。硬 光沢のない褐色の鉄釉で、外面底部 18Ｃ後半頃の美濃

高2.1底径4.2 質。 周辺は拭きとり｡内面底部にﾘﾝｸﾞ

状重ね痕残る。

焼

大平鉢5９ LＰ９Ｇ 推定口径34.8 黄瀬戸粕｡黄白色。 所謂笠原鉢とされるもので、内面体

部に草花文を鉄絵し､ﾛ縁部から縁

帯部にかけて、銅緑釉（タンパン）

17Ｃ中頃の美濃焼

硬質。

を施す。

大平鉢6０ LＱ７Ｇ 推定口径14.4 黄瀬戸釉。ざつく 内面底部中央に16弁菊花と櫛目によ l7C美濃焼

りした淡黄白色。 る同心円文､立ち上がり部から体部

に櫛目状文と灰釉織部を施す。

皿（菊皿） SＥ 6１ 口径12.6器高3． 灰釉。灰白色。硬 打型により菊花文を形取する。口唇

部に花弁状Iこへうで切り込み､高台

を付す。内面には三ケ所の目あとが

残る。

18Ｃ美濃焼
6１ 質。

底径7.8

皿（菊皿）片6２ LＰ８Ｇ 推定口径１３器高 長石釉。灰白色。

硬質。

l7C頃の美濃焼

３推定底径7.2

6３ SＭ１ |ⅢＩ 推定底径5.8 鉄釉。ざっくりし 16Ｃ美濃焼

た淡黄白色｡硬質。

6４ LＱ８Ｇ |llIl 底径6.4 鉄釉。淡灰白色。 17Ｃ中頃の美濃焼

硬質。

Z８ｌ３ 

図番号

5０ 

5１ 

5２ 

5３ 

上器種

皿（陶器）

皿〈陶器）

皿〈陶器）

皿（陶器）

出土地点

Ｌ区

Ｌ区

Ｌ区

Ｌ区

堂目

口径11.2器高２

底径6.6

推淀

高２

径11.9器

底径6.6

淀２８推高８
篠11.7器

推定底径

推定口径10.7器

高2.8底径6.1

釉色･胎土･焼成

長石軸。ざっくり

した白色。硬質。

長石釉。灰色。硬

質。

長石釉。赤褐色土

と灰白色の混

土？。硬質。

灰袖。ざっくりし

た灰｢l色。硬質。

特徴

僅かに削り出す低い高台で鶴内面に

二ケ所の目あとが残る。

灯明皿に使用したのか、僅かに口唇

部に油カスが付着。高台裏に円錘ピ

ン痕。折線皿。

内外面が淡赤色と白色が班となる。

丸皿で内面底部に16弁の菊花を押印

する。外面底に輪トチンが溶着。

摘要

17Ｃ後半頃の美濃

焼か？

1７ 中葉の美濃焼

17Ｃ前半頃の美濃

焼か。

17Ｃ前半の美濃焼

5４ 皿（陶器）片 ＳＭ 灰柚。灰白色。硬

質。

内面底に12弁？の菊花を押印。外面

底に輪トチン痕。

l6C頃の美濃焼

5５ 灯明皿

（受け付）

ＬＰ１０Ｇ Ｕ径10.8器高２

８底径5.1

鉄釉。暗灰白色。

硬質。

光沢のない褐色の鉄釉で、受

部の切り込みは凹宇形。

付皿 18Ｃ後半頃の美濃

焼

5６ 灯明皿

(受け付）

ＬＰ９Ｇ 径10.2器高２

径5.4

鉄釉。暗灰白色。

硬質。

褐色の鉄釉で、外面底部は、

きとる。受け付Ⅲ部の切り辺

字形。

を拭

はＶ

18Ｃ後半頃の美濃

境

5７ 灯明皿

（受け付）

LＰ８Ｇ 口径10.1器高２

底径4.8

鉄釉。暗灰白色。

硬質。

55の器形に似るタイプである。 18Ｃ後半頃の美濃

焼

5８ 灯明皿 Ｌ区 推定国径102冊

商2.1底径4.2

鉄釉｡黄白色。硬

質。

光沢のない褐色の鉄釉で､外面底部

周辺は拭きとり。内面底部にリング

状重ね痕残る。

l8C後半頃の美濃

焼

5９ 大平鉢 LＰ９Ｇ 推定口径34.8 黄瀬戸袖｡黄｢J色。

硬質。

所謂笠原鉢とされるもので、内面休

部に草花文を鉄絵し､口縁部から緑

帯部にかけて、銅緑釉〈タンパン》

を施す。

17Ｃ中頃の美濃焼

6０ 大平鉢 LＱ７Ｇ 推定口径1４４ 黄瀬戸和。ざっく

りした淡黄r1色。

内面底部中央に16弁菊花と櫛目によ

る同心円文、立ち上がり部から体部

に櫛目状文と灰釉織部を施す=

17Ｃ美濃焼

６１ 皿（菊皿） ＳＥ 口径12.6器高３

底径7.8

灰釉。灰白色。硬

質。

打型により菊花文を形取する。口唇

部に花弁状仁へうで切り込み、高台
を付す。内面には三ケ所の目あとが

残る。

l8C美濃焼

6２ 皿（菊皿）片 ＬＰ８Ｇ 推定口径

３推定

１３器高

底径7.2

長石紬。灰白色。

硬質。

打型によって内面の菊花文を形取す

る。釉下の素地に布目痕が残る。ｉ；

唇部にへうで切り込み、外面体部に

もノミで花弁を作り出す。高台は付

高台である。

l7C頃の美濃焼

6３ 皿 SMI 推定底径5.8 鉄釉。ざっくりし

た淡黄白色｡硬質。

内面底部を円形に粕を拭きとる「内

はげ」の技法で高台裏に輪トチン痕

が残る。

16Ｃ美濃焼

6４ 皿 ＬＱ８Ｇ 底径6.4 鉄釉。淡灰白色。

硬質。

断面三角気味の高台で、内面底部に

凸帯を輪状に作り出す。「輪はげ｣皿

である。

17Ｃ中頃の美浸焼



摘要徴特釉色･胎土･焼成鑓目出土地点土器種図番号

64と同一器形のもので、輪はげ折縁ｌ１７Ｃ中頃の美濃焼鉄釉。淡灰白色。推定口径13.8器LＱ８ＬＰ１０ |IⅢ Blil 

皿である。硬質。高3.1推定底径

6.9 

l8C頃の美濃焼円筒形を呈し、ロ縁部は内傾。底部

より腰部を斜めに整形する｡

鉄釉。淡黄白色。LＱ８Ｇ 香炉片髄

硬質。

l8C頃美濃焼袴腰形香炉片。鉄釉。淡黄白色。６７１香炉片 Ｌ区

硬質。

美濃焼袴腰形香炉片.灰釉。淡黄白色。LＱ８Ｇ 香炉片6８ 

硬質。

16Ｃ後半頃の美濃高台部を欠く。露胎部に化粧がけは鉄釉。淡黄白色。推定口径12.1SＭ２ 天目茶碗6９ 

焼？なく、器肉は厚い。硬質。

16Ｃ中葉以降の美鉄釉。淡黄白色。天目茶碗 Ｌ区7０ 

濃焼硬質。

美濃焼ﾛ縁部が垂直気味に立ち上がり､ﾛ

縁端を小さな玉縁状に仕上げる。

鉄釉。灰白色。硬Ｌ区天目茶碗7１ 

質。

美濃焼弱いくびれから、ロ縁端を小さな玉鉄釉。灰白色。硬天目茶碗 Ｌ区7２ 

縁状に。質。

美濃焼削り出しの高台で､底裏は内反りで、鉄釉。淡黄白色。底径4.2SＭ１ 天目茶碗暇

高台脇を水平に削り、腰部より八の硬質。

字状に開く。

18Ｃ美濃焼タタラを楕円の環にして、底部の－御深井釉｡灰白色。推定口径幅最大ＬＰ８．９Ｇ 蟹盟7４ 

文字タタラに付ける。摺絵は乱れ、硬質。１３．１器高３．５

模様は不明。底径12.8

18Ｃ美濃焼削り出し高台で、外面腰部をへう調

整。内面底部に摺絵で花文を施す。

御深井紬。灰色。口径12.3器高３ＬＰ９．１OＧ '1Ⅲ 7５ 

硬質。底径6.8

三ケ所の目あとが残る。

19Ｃ初の美濃焼ﾛ径に比べて、低く小さい高台であ

る。外面体部に摺絵で花文を施す。

御深井釉｡灰白色。推定口径10.6推LPlOG 碗7６ 

硬質。定器高6.2底径

3.2 

18Ｃの美濃焼内面にリング状重さね痕残る。推定口径12.2器

高2.6推定底径

LＰ９Ｇ 皿7７ 

６．７ 

18Ｃ美濃焼灰釉。灰白色。硬推定口径13.7器LＱ８Ｇ 皿7８ 

高３推定底径7． 質。

月

18Ｃ美濃焼灰釉。黄白色。硬推定口径13.9器

高2.4推定底径

SＭ２ 皿7９ 

質。

７．８ 

l8C美濃焼透明な淡緑灰色底径4.9小鉢 ＬＰ９．１OＧ 8０ 

袖｡黄白色｡硬質。

l8C頃の美濃焼無釉高台ｃ透明な淡灰色釉。推定底径3.4LＱ８Ｇ 碗8１ 

ざっくりした白

色。硬質。

Z８４ 

１
１
 

図番号

6５ 

６６ 

6７ 

6８ 

6９ 

7０ 

7１ 

7２ 

７３ 

7４ 

7５ 

7６ 

土器種

皿

香炉片

香炉片

香炉片

天目茶碗

天 碗

天 茶碗

天 茶碗

天目茶碗

饗盟

皿

碗

出土地点

LＱ８ＬＰ１０ 

LＱ８Ｇ 

Ｌ区

ＬＱ８(｝ 

SＭ２ 

Ｌ区

Ｌ区

Ｌ区

SＭ１ 

ＬＰ８．９Ｇ 

ＬＰ９．１OＧ 

ＬＰ１０Ｇ 

量目

推定口径13.8器

高3.1推定底径

６．９ 

推定ロ径12.1

底径4.2

推定、径幅最大

１３．１器高３．５

底径12.8

口径12.3器高３

底径6.8

推定口径10.6推

定器高6.2底径

3.2 

釉色･胎土･焼成

鉄釉。渋灰白色。

硬質。

鉄釉。淡黄白色。

硬質。

鉄釉。淡黄白色。

硬質。

灰釉。淡黄白色。

硬質。

鉄釉。淡黄白色。

硬質。

鉄釉。淡黄『｢色。

硬質。

鉄釉。灰、色。硯

質。

鉄釉。灰白色。硬

質。

鉄釉。淡黄白色。

硬質。

御深井釉｡灰白色。

硬質。

御深井紬。灰色。

硬質。

御深井釉｡灰;星]色。

硬質。

特徴

64と同一器形のもので、輪'よげ折線

皿である。

円筒形を呈し、ロ織部は内傾。底部

より腰部を斜めに整形する｡

袴腰形香炉片。

袴腰形香炉片。

高台部を欠く。露胎部に化粧がけは

なく、器肉は厚い。

全体に薄い器肉で、露胎部に化粧力

けはない。くびれは弱い。

ロ縁部が垂直気味に立ち上がり、ロ

縁端を小さな玉縁状に仕上げる。

弱いくびれから、ロ縁端を小さな玉

緑状に。

Ⅲ」》鵬にり台状削高字
の高台で､底喪は内反りで、

水平に削り、腰部より八の

く。

タタラを楕円の環にして、底部の-‐

文字タクラに付ける。摺絵は乱れ、

模様は不明。

削り出し高台で、外面腰部をへう調

聖。内面底部に摺絵で花文を施す。

三ケ所の目あとが残る。

口径に比べて、低く小さい高台であ

ろ。外面体部に摺絵で花文を施す。

摘要

17Ｃ中頃の美濃焼

l8C頃の美濃焼

l8C頃美濃焼

美濃焼

16Ｃ後

焼？

16Ｃ中

濃焼

半頃の美濃

美濃焼

美濃焼

葉以降の美

美濃焼

18Ｃ美濃焼

18Ｃ美濃焼

19Ｃ初の美濃焼

7７ 皿 ＬＰ９Ｇ 推定口径12.2器

高2.6推定底径

６．７ 

内面にリング状重さね痕残る。 18Ｃの美濃焼

7８ 皿 ＬＱ８Ｇ 推定11径13.7器

高３推定底径7．

灰釉。灰白色。硬

質。

18Ｃ美濃焼

7９ 皿 SＭ２ 推定口径13.9器

高2.4推定底径

7.8 

灰釉。黄白色。硬

質。

低く小さい削り出高台である。 18Ｃ美濃焼

8０ 小鉢 ＬＰ９．１OＧ 底径4.9 透明な淡緑灰色

袖｡黄白色｡硬質。

高台脇から八の字状に開き、腰高と

し、胴部からロ縁部へ垂直気味に立

ち上がる器形となろう。

18Ｃ美濃焼

８１ 碗 ＬＱ８Ｇ 推定底径3.4 透明な淡灰色釉。

ざっくりした国

色。硬質。

無紬高 l8C頃の美漫焼



P 

Ⅲ検出した遺構と遺物

図番号 土器種 出土地点 堂目 釉色･胎土･焼成 特 徴 摘要

8２ 碗 LＰ９Ｇ 推定底径3.9 透明感のある淡灰 全体に薄手の作りで、無釉高台。 18Ｃ美濃焼

白釉。淡黄白色。

硬質。

小碗 LＱ８Ｇ ｉ８ＴＨ 底径3.2 透明な淡緑灰白 l8C頃の美濃焼

釉。ざっくりした

白色。硬質。

碗8４ LＰ９Ｇ 底径3.6 透明な淡緑灰白 18Ｃ後半頃の美濃

袖。ざっくりした 焼

白色。硬質。

碗 LＰ９Ｇ 8５ 底径4.9 貫入の目立つ灰 18Ｃ美濃焼

袖。灰色。硬質。

碗底部片8６ LＰ９Ｇ 底径5.7 貫入の目立つ灰 l8Cの美濃焼

粕。灰色。硬質。

小鉢8７ LP10G 口径10.1器高５ 灰釉と鉄釉｡灰色。 18Ｃ後半の美濃焼
底径3.9 硬質。

8８ 碗 SＥ 推定口径11.7器 灰釉｡灰色｡硬質。 17Ｃの末頃の美濃
高８底径5.7 焼？

碗 LＱ８ＬＰ９Ｇ 8９ 口径11.4器高８ 灰釉｡灰色｡硬質。 17Ｃ末頃の美濃
底径4.4 焼？

碗肌 LP10G 推定口径10.1器 鉄釉。灰白色。硬 17～18Ｃ初の美濃
高7.2底径5.3 質。 焼

碗9１ LＰ９Ｇ 推定口径11.5器 鉄釉。黄白色。硬 17Ｃ末～18Ｃ初の
高7.5底径5.7 質。 美濃焼。

碗9２ SＥ 底径5.2 鉄釉。灰黄白色。

‐
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
 

17Ｃ末～18Ｃの美

硬質。 濃焼

9３ 碗 LP10G 底径５ 鉄釉。黄白色。硬 l7C末～18Ｃ初の

質。 美濃焼。

9４ 鉢 LＱ８Ｇ 推定口径10.2 鉄釉。黄白色。硬 18Ｃ美濃焼

質。

碗9５ 剖ロ 底径5.3 鉄釉。灰黄白色。 17～18Ｃ初の美濃

硬質。 焼

9６ LP10G 、 推定口径12.4器 青緑釉。灰色。硬 17Ｃ後～18Ｃ前半
高3.1底径4.3 質。 の唐津焼。

9７ SＭ 皿 底径5.3 青緑袖。灰白色。 17Ｃ後～18Ｃ前半
硬質。 の唐津焼。

9８ lIIIl Ｌ区 口径13.5器高3． 淡青緑釉。灰色。 15Ｃ～16Ｃの龍泉

硬質。４ 
窯系。

底径5.1

Z８５ 

図番号

8２ 

8３ 

8４ 

8５ 

土器種

碗

小碗

碗

碗

出土地点

LＰ９Ｇ 

LＱ８Ｇ 

LＰ９Ｇ 

ＬＰ９Ｇ 

堂目

推宗底祥3.9

底径3.2

底径3.6

底径4.9

釉色･胎土･焼成

透明感のある淡灰

白釉。淡黄白色。

硬質。

透明な淡緑灰白

釉。ざっくりした

白色。硬質。

透明な淡緑灰白

釉。ざっくりした

E]色。硬質。

貫入の目立つ灰

柚。灰色。硬質。

特徴

全体に薄手の作りで、無釉高台。

無釉高台

休部外面にコバルトにより花文らし

き模様を描く。無釉高台。

大ぶりの碗で、無釉高台。

摘要

18Ｃ美漫焼

l8C頃の美濃焼

18Ｃ後半頃の美濃

焼

18Ｃ美濃焼

8６ 碗底部片 ＬＰ９Ｇ 底径5.7 貫入の目立つ灰

釉。灰色。硬質。

無釉高 18Ｃの美濃焼

8７ 小鉢 ＬＰ１０Ｇ 口径10-1器高５

底径3.9

灰釉と鉄釉｡灰色。

硬質。

高台脇より八の字に開き腰高とす

る。ロ織部は垂直気味に立つ。釉は

灰釉と鉄釉を中央付近で塗り分け

る。畳付部は拭きとっている。

18Ｃ後半の美浪焼

8８ 碗 SＥ 推定口径11.7器

高８底径5.7

灰釉｡灰色｡硬質。 無釉高台の大ぶりの碗。 17Ｃの末頃の美濃

焼？

8９ 碗 LＱ８ＬＰ９Ｇ 口径11.4器高８

庇径4.4

灰釉｡灰色｡硬質。 88より光沢がある灰釉。 7Ｃ末頃の美溜

：？ 

9０ 碗 LP10G 推定口径１０１器

商7.2底径5.3

鉄釉。灰白色。硬

質。

高台部は拭きとり。 7～18Ｃ初の美濃

9１ 碗 LＰ９Ｇ 推定口径11.5器

筒7`５底径5.7

鉄釉。黄白色。硬

質。

無釉高 7Ｃ末～18Ｃ初の

当浪焼。

9２ 碗 ＳＥ 底径5.2 鉄釉。灰黄白色。

硬質。

無釉高 17Ｃ末～18Ｃの美

濃焼

9３ 碗 ＬＰ１０Ｇ 底径５ 鉄釉。黄白色。硬

質。

91に似る。

鰯｢…’
9４ 鉢 LＱ８Ｇ 推定口径10.2 鉄釉。黄白色。砿

質。

18Ｃ美濃焼

9５ 碗 ＳＥ 底径5.3 鉄釉。

硬質。

灰黄白色。 見込みに海鼠釉調の灰釉。

……｜ 焼

9６ 皿 LP10G 推定口径12.4器

高3.1底径4.3

青緑柚。灰色。硬

質。

見込み蛇ノ目釉ハギで無柚高台。 17Ｃ後～18Ｃ前半

の唐津焼。

9７ 皿 SＭ 底径5.3 青緑柚。灰白色。

硬質。

見込み蛇ノ目釉ハギで無釉高台。蛇
ノ目釉ハギ部と畳付部に四ケ所の熔
着防止の砂目が残る。

l7C後～18Ｃ前半

の唐津焼。

9８ 皿 Ｌ区 口径13.5器高３

底径5.1

淡青緑釉。灰色。

硬質。

稜花皿で、内面底部に二条の圏線を

廻らせ、中央に印文を施すが明確を

欠く。内面ロ縁部に波状の櫛描きが
廻る゜

15Ｃ～16Ｃの龍泉

窯系。



摘要釉色･胎土･焼成 特 徴埜目出土地点土器種図番号

18Ｃ中葉～後半の内面と外面ロ縁部に灰釉。胴部～腰灰釉と鉄釉。淡灰口径９器高５LＰ９Ｇ 碗9９ 

部、畳付部を除く高台部に鉄釉をｶｮ 美濃焼白色。硬質。底径4.2塗り分け碗

ける。外面口縁部から胴部にかけて

数条の沈線廻る゜

同上。 同上。同上。推定口径9-1器LＰ９Ｇ 碗（同上）100 

高3.9底径3.9

同上。 同上。口径9.2器高5.1 同上。LＰ８Ｇ 碗（同上）101 

底径3.9

同上。同上。同上。LＰ９Ｇ 口径9.3器高６碗（同上）102 

底径4.4

同上。 同上。推定口径9.4器 同|上。LＰ９Ｇ 碗（同上）103 

高5.5底径3.8

同上。同上。口径9.4器高5.8 同上。LQ10G 碗（同上）104 

底径4.1

同上。同上。口径9.1器高5.8 同上。ＬＰ９．１OＧ 碗（同上）105 

底径４

同上。同上。 同上。口径9.6器高６ＬＰ９．１OＧ 碗（同上）1０６ 

底径4.4

同上。口径9.8器高5.1 同上。 同Ｉ上。LＰ９Ｇ 碗（同上）107 

底径3.9

同上。同上。口径9.7器高4.9 同上。LＰ９Ｇ 碗（同上）108 

’ 
底径3.8

18Ｃ中葉～後半の内面と外面ロ縁部に灰釉。胴部～腰灰釉と鉄釉。淡灰

’ 

LＰ９Ｇ 口径9.6碗109 

部、畳付部を除く高台部に鉄釉をｶｮ 美濃焼白色。硬質。塗り分け碗

ける。外面ロ縁部から胴部にかけて

数条の沈線廻る゜

同上。同上。 同|上。口径9.7器高6.2LP10G 碗（同上）110 

18Ｃ後半？の美濃片口の先端部を欠く。内面から外面灰釉。灰白色。砥推定口径15.8器片口鉢 ＬＰ９．１OＧ 111 

腰部にかけて施釉｡高台は削り出し、 焼高9.9底径7.3 質。

口唇部は内傾に面取され、ロ縁部は

1cm幅ほど肉厚にした縁が廻る。内

面底部に三ケ所の目あと残る。

18Ｃ後半約半分残存。内面から高台脇付近ま鉄釉。灰色｡硬質。ＬＰ９．１OＧ｜推定口径16.6器鉢1１２ 

で施釉。ロ縁部は玉縁状に作り出し高8.6底径8.7

ている。

美濃焼？テ部の釉は海鼠釉調。裏面は釉を拭光沢のある淡黄白枅径１．１高さ１．７ｓＭ１ 蓋113 

柚｡灰白色｡硬質｡。 きとっている。底径4`４

不明？鉄釉。灰色。硬質。推定口径10.8不明底部 Ｌ区114 

18Ｃ後～19Ｃ初美細い頚部から段を呈し、なで肩に広鉄釉。灰白色。硬LＱ８Ｇ 徳利片１１５ 

がる胴部へと続く。ラッキョ形徳 濃焼。質。

利？

18Ｃ後半の美濃焼寸胴形徳利の肩部から胴部片で通称灰釉｡灰色｡硬質。ＬＰ９．１０ 徳利116 

｢高田徳利・貧乏徳利」と言われる

ものである。

Z８６ 

図番号 土器種 出土地点 辻目 袖色･胎土･焼成 特徴 摘要

9９ 碗

塗り分け碗

ＬＰ９Ｇ ロ径９器高５

底径4.2

灰釉と鉄釉。淡灰

白色。硬質。

内面と外面ロ緑部に灰釉。胴部～腰

部、登付部を除く高台部に鉄釉をか

ける。外面口縁部から胴部にかけて

数条の沈線廻る゜

18Ｃ中葉～後半の

美濃焼

100 碗（同ｊ二） LＰ９Ｇ 推定口径9.1器

高3.9底径3.9

同上。 同上。 同上。

101 碗 同上 ＬＰ８Ｇ 口径9.2器高5.1

底径3.9

同上。 同上。 同上。

102 碗 同上 ＬＰ９Ｇ 11径9.3器高６

底径4.4

同上。 l可上。 同上。

103 碗 同上 ＬＰ９Ｇ 推定口径9.4器

高5.5底径3.8

同上。 |可上。 同上。

104 碗 同上 LQ10G 口径9.4器高5.8

底径4.1

同上。 同上。 同上。

105 碗 同上 ＬＰ９．１OＧ 口径9.1器高5.8

底径４

同上。 同上。 同上。

106 碗 同上 ＬＰ９．１OＧ 口径9.6器高６

底径4.4

同上。 同上。 同上。

107 碗 同上 ＬＰ９Ｇ 口径9.8器高5.1

底径3.9

同上。 同上。 同上。

108 碗（同上） ＬＰ９Ｇ 口径9.7器高4.9

底径3.8

同上。 同上。 同上。

109 碗

塗り分け碗

ＬＰ９Ｇ ロ径9.6 灰釉と鉄釉。淡灰

白色。硬質。

内面と外面ロ縁部に灰釉。胴部～腰

部、登付部を除く高台部に鉄釉をか

ける。外面ロ縁部から胴部にかけて

数条の沈線廻る。

18Ｃ中

美濃焼

～後半の

llU 碗（同．[=） ＬＰ１０Ｇ 口径9.7器高6.2 同上。 同上。 同上。

111 片口鉢 ＬＰ９．１OＧ 推定口径15.8器

商9.9底径7.3

灰釉。灰白色。硬

質。

片口の先端部を欠く。内面から外面

腰部にかけて施釉｡高台は削り出し、

ｕ唇部は内傾に面取され、１.縁部は

１cmlliriほど肉厚にした縁が廻る゜内

面底部に三ケ所の目あと残る。

18Ｃ後半？の美濃

焼

112 鉢 ＬＰ９．１OＧ 推定口径16.6器

高8.6底径8.7

鉄釉｡灰色｡硬質。 約半分残存。内面から高台脇付近ま

で施釉。ロ縁部は玉縁状に作り出し

ている。

18Ｃ後半

113 蓋 SＭ１ 紐径1.1高さ１，７

底径4.4

光沢のある淡黄白

釉｡灰白色｡硬質｡。

-`-部の肋は海鼠釉鯛。裏面は柚を拭

きとっている。

美濃焼？

１１４ 不明底部 Ｌ区 推定口径10.8 鉄釉｡灰色｡硬質。 不明

１１５ 徳利片 LＱ８Ｇ 鉄釉。灰I`l色。硬

質。

細い頚部から段を呈し、なで肩に広

がる胴部へと続く。ラッキョ形徳

利？

18Ｃ後～19Ｃ初美

濃焼。

116 徳利 ＬＰ９．１０ 灰釉｡灰色｡硬質。 寸胴形徳利の肩部から胴部片で通称

｢高田徳利・貧乏徳利」と言われる

ものである。

18Ｃ後半の美濃焼



Ⅲ検出した遺構と遺物

出土地点 釉色･胎土･焼成 特 徴 摘要堂目図番号 土器種

鉄釉。灰白色。硬 所謂ラッキョ形徳利で、高台脇付近徳利 底径8．４ＬＰ９．１OＧ l7C後半～18Ｃ前１１７ 

質。 まで鉄釉を施し、戸部から胴部lこか 半の美濃焼

け灰釉を流しがける。外面高台と内

面は粕を拭きとる。

鉄釉。淡黄白色。底径6.7 低い削り出しの高台で、内面は釉を底部片 LＱ８Ｇ 18Ｃ後半の美濃焼118 

拭きとっている。双耳壷か徳利の底硬質。

部であろう。

瓦器質かわらけ

色調・胎土・焼成 特 等出土地点 徴図番号 士器種 竝巨

内面中央部に乳頭状の鉦部を作り、内面底部に1.4cmほどの孔を内面は淡褐色。外面
紐径１．１口径９．９

<すんだ灰白色。砂 三ケ所設ける｡底部よりﾊの字状に開き、ﾛ縁部を折縁状に作灰落し？ ＬＰ９Ｇ 119 
底径６器高２．４

粒を含む。硬質。 り、縁帯部を内傾させる。

褐色｡粗砂やや多い。 左回転ロクロによる形成で、回転糸切り末調整である。やや歪口径11.7器高3.1
かわらけ ＳＭＩ 120 

底径５．６ やや硬質。 む器形で､口唇部がすれている。

淡褐色。砂粒多い゜ 左回転ロクロによる形成で、回転糸切り未調整である。口唇部口径12.3器高３
1２１ かわらけ ＳＭ１ 

底径７．５ やや軟調。 に僅かに油カスが付着する。

左回転ロクロによる形成で、回転糸切り未調整である。口唇部淡榿褐色。粗砂粒多口径８．９器高２
かわらけ122 ＬＰ９Ｇ 

底径４．８ い。硬質。 に油カスが付着する。内面底部は渦巻状を呈す。

暗灰褐色。粗砂粒多 右回転ロクロによる形成で、回転糸切り未調整である。外面の口径７．９器高２
かわらけ123 ＳＭ２ 

底径４．１ い。硬質。 ロ縁部に油カス付着する。

摺鉢

図番 出土地点 釉色・胎土・焼成

号

ロ縁帯が器肉幅ほどスライドする折縁で、口唇部は意識的に波状に研磨されている。内面体部褐色に発色した鉄釉。淡124 ＳＥ 

黄白色。硬質。 に残る櫛目は14条を数える。

。
■
■
■
Ⅲ
ロ
山
田124に以るが、折縁の縁帯を１cm幅ほど設ける。口唇部キト記同様に研磨している。櫛目は10条同上ＬＰ１０Ｇ 125 

以上が－単位となろう。

暗紫灰色に発色した鉄 2.5cm幅のロ縁帯で偏平な玉縁状を呈する。内面には軽い陵を設け、陵下まで櫛目が位置する。

12条以上が－単位の櫛目であろう。

126 ＬＰ９Ｇ 

袖。淡黄白色。硬質。

光沢のある褐色に発色し 口唇部が溌状を呈し、内面口唇部下３cmほどに強い陵を設ける。この外面は大きく弧状に凹む。

確認できる櫛目は16条である。

127 ＬＰ９Ｇ 

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

光沢のある褐色に発色し 口唇部下2.5cmほどで折縁となり、内面は段を設け、外面では折り返し状の縁帯が廻る゜櫛目は

孤状に刻され、１８条以上が一単位となろう。

Ｌ区lZI8 

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

光沢のある褐色～暗褐色 推定口径35cm前後を測る破片である。断面方形状のロ縁帯を1.5cm幅で廻らせ、内面に軽い陵を

設けるロ縁部である。櫛目は－単位が13条を数える。

129 ＬＰｌＯＧ 

に発色した鉄釉。淡黄白

色。硬質。

光沢のある褐色～黒褐色 129を全体に薄くした形状の破片である。櫛目は－単位が11条以上であろう。130 Ｌ区

に発色した鉄釉。淡黄白

色。硬質。

半光沢の暗褐色に発色し 推定口径34cm前後を測る破片である。断面形は126に似て、2.5cm幅ほどのロ縁帯が廻り、内面

に軽い陵を設けている。内面ロ縁部に指圧による注口部を設けるが、突出は僅かである。櫛目

は－単位が10条を数える。

１３１ ＬＰ９Ｇ 

た鉄釉。淡黄白色。硬質。

Z８７ 

Ｆ 

図番号 土器種 出七地点 堂目 釉色･胎土･焼成 特徴 摘要

117 徳利 ＬＰ９．１OＧ 底径8.4 鉄釉。灰白色。硬

質。

所謂ラッキョ形徳利で、高台脇付近

まで鉄釉を施し、肩部から胸部にか

け灰釉を流しがける、外面高台と内

面はjfillを拭きとる。

17Ｃ後半～

半の美濃焼

18Ｃ前

１１８ 底部片 LＱ８Ｇ 底径6.7 鉄釉。淡黄白色。

硬質。

低い削り出しの高台で、内面は釉を

拭きとっている。双耳壷か徳利の底

部であろう。

18Ｃ後半の美濃焼

図番号 土器種 出土地点 堂目 色調・胎土・焼成 特徴等

119 灰落し？ ＬＰ９Ｇ 
紐径1.1口径９．９

底径６器高２．４

内面は淡褐色。外面

<すんだ灰白色。砂

粒を含む。硬質。

内面中央部に乳頭状の鉦部を作り､内面底部に1.4pnほどの孔を

頁ケ所設ける。底部よりハの字状に開き、ロ織部を折緑状に作

D、縁帯部を内傾させる。

１２０ かわらけ ＳＭ１ 
口径11.7器高

底径５．６

褐色｡粗砂やや多い。

やや硬質。

左回転ロクロによる形成で、回転糸切

む器形で、口唇部がすれている。

未調整である。やや歪

121 かわらけ ＳＭ１ 
忠I径12.3器高

底径７．５

淡褐色。砂粒多い。

やや軟調。

左回転ロクロによる形成て

に僅かに油カスが付着する

回転糸切 未調整である。口唇部

122 かわらけ ＬＰ９Ｇ 
口径８．９器高

底径４．８

淡榿褐色。粗砂粒多

い。硬質。

左回転ロクロによる形成て

に油カスが付着する。内匠

回転糸切

苫部は渦巻

末調整である。口唇部

を呈す。

123 かわらけ ＳＭ２ 
ﾛ径７．９器高２

底径４．１

暗灰褐色。粗砂粒多

い。硬質。

右回転ロクロによる形成で、回転糸切り未調整である。外面の

口縁部に油カス付着する。

図番

号

出土地点 釉色・胎土・焼成

124 ＳＥ 褐色に発色した鉄釉。淡

黄白色。硬質。

、縁帯が器肉幅ほどスライドする折緑で、口唇部は意識的に波状に研磨されている。内面休部

に残る櫛目は14条を数える。

125 ＬＰ１０Ｇ 同上 124に以るが、折緑の緑帯を１Ｃｌn幅ほど設ける。口唇部を上妃同様に研磨している。櫛目は10条

以上が一単位となろう。

126 ＬＰ９Ｇ 暗紫灰色に発色した鉄

柚。淡黄白色。硬質。

2.5cm幅のロ緑帯で偏平な玉縁状を呈する。内面には軽い陵を股け、陵下まで櫛目が位置する。

12条以上が－単位の櫛目であろう。

127 ＬＰ９Ｇ 光沢のあ

た鉄釉｡ｉ

褐色に発色し

間白色｡硬質。

口唇部が撞状を呈し、内面ロ唇部下３clnほどに強い陵を設ける。この外面は大きく弧状に凹む。
確認できる櫛目は16条である。

128 Ｌ区 光沢のあ

た鉄釉｡Ｉ

褐色に発色し

賀白色｡硬i質。

口唇部下2.5qnほどで折緑となり、内面は段を設け、外面では折り返し状の縁帯が廻る゜櫛目は
孤状に刻され､１８条以上が--単位となろう。

129 ＬＰ１０Ｇ 光沢の庵

に発色し

色。硬質

褐色～暗褐色

鉄釉。淡黄白

推定ロ径35cm前後を測る破片である。断面方形状のロ縁帯を1.5cm幅で廻らせ､内面に軽い陵を

設けるロ縁部である。櫛目は－単位が13条を数える。

130 Ｌ区 光沢のある褐色～黒褐色

に発色した鉄釉。淡黄白

色。硬質。

129を全体に薄くした形状の破片である。櫛目は‐単位が11条以上であろう。

131 ＬＰ９Ｇ 半光沢の暗褐色に発色し

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

推定口径34cm前後を測る破片である。断面形は126に似て、2.5Ｃｌn幅ほどのロ織帯が廻り、内面

に軽い陵を設けている。内面ロ織部に指圧による注口部を設けるが、突出は僅かである。櫛目

は－単位が10条を数える。



図番
釉色・胎土・焼成出土地点 特 徴 点号

褐色に発色した鉄釉。淡132 ＬＰ９Ｇ 124.125と同様に口唇部を波状に研磨する破片で、推定口径は36cm前後となろう。断面の形状
Ｄ 

は125に似る。櫛目は－単位が11条を数える。黄白色。硬質。

ＬＱ８Ｇ 光沢のある褐色に発色し 全体に薄手の作りで、127の形状に似るが、内面に軽い段を設けている。櫛目は一単位が16条で133 

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。 ある。

暗紫灰色に発色した鉄 ﾛ縁帯の張り出しは弱く、内面の陵も僅かである。櫛目は－単位が19か20条であろう。ＳＭ１ 134 

袖。淡黄白色。硬質。

半光沢の暗褐色に発色し 僅かな底部から体部下半の破片である。櫛目は幅広で、一単位が９条以上であろう。条間の凸

は摩かれて無地を露出する。

135 ＬＰ９Ｇ 

た鉄釉。淡黄白色｡硬質。

光沢のある褐色に発色し 僅かな底部から体部下半の破片である。底部は回転糸切り未調整痕が残る。内面は櫛目が充填

される。－単位が12条を数える櫛目である。

136 ＬＰ８Ｇ 

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

炉器質で爽雑鉱物粒を多 外面体部下半に指頭圧痕､上半は凹凸を呈する｡櫛目は－単位が7条で、条は鋭い。137 ＬＰ９Ｇ 

<含む。硬質。

同上 外面体部に凹凸を残す。底部からの立ち上がり部は摩耗が著しい。内面は櫛目で充填されてい138 ＬＰ９Ｇ 

る。櫛目の－単位は明確を欠く。

硬質で來雑鉱物粒は少なＬ区 外面体部は比較的スムーズな器面である。内面は櫛目で充填される。櫛目の－単位は明確を欠139 

く。い･

外面体部に細かな凹凸を呈する。－単位が５条の櫛目が充填する。目上140 ＬＰ１０Ｇ 

暗紫灰色に発色した鉄 小振りな播鉢片である。内面に沈線、外面に頚れを設けて玉縁気味なロ縁部を作り出す。櫛目

は一単位が13条で数える。

ＬＰ８Ｇ 1４１ 

釉。淡黄白色。硬質、

光沢のある褐色に発色し 推定底径が12.6cmほどを測る。底部は回転糸切り未調整痕が残る。内面底部中央部から端lとか142 ＬＰ９Ｇ 

た鉄釉。淡黄白色。硬質。 けて－単位が11条の櫛目で刻み、周縁部を「つ」の字状に櫛目を廻らす。体部は櫛目を反時計

廻りに刻む。内面の摩耗は僅かである。

光沢のある褐色に発色し 推定底径が15cmほどを測る。内面底部立ち上がり部が摩耗が著しい。体部の櫛目は－単位が1３143 ＬＰ９Ｇ 

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。 条を数え、反時計廻りに刻む。底部は回転糸切り未調整痕が残る。

推定口径が36.3cmほどを測る。ハの字状に開く体部の内外面に細かい凹凸が残る。口縁帯は折

縁で、断面形が角状を呈する。櫛目は一単位が15条を数える。

光沢のある褐色に発色し１ ＬＰ９Ｇ 144 

た鉄釉。淡黄白色｡硬質。

推定ロ径34.4cm、器高13.6cm、推定底径15cmを測る。体部とロ縁帯間は細く頚れ、内面に軽い半光沢のある暗紫灰色にＬＰ９Ｇ 145 

発色した鉄釉。にぶい黄 陵を設ける。ロ縁帯の張り出しは弱い。口唇部内面に僅かに折り返しを設け、断面形がかぎ釣

状である。櫛目は－単位が14条を数える。白色。硬質。

推定底径13.2cmほどを測る。底部内面と立ち上がり部は摩耗が著しく、内底部では無地まで摩

り減っている。残存内面は櫛目が充填されている。底部は回転糸切り未調整痕が残る．

半光沢のある褐色に発色ＬＰ９Ｇ 146 

した鉄釉。淡黄白色。や

や軟調。

推定底径13cmほどを測る。底部内面と立ち上がり部､底部外面に摩れと剥がれが多く見られる。光沢のある暗褐色に発色Ｌ区147 

した鉄釉。淡黄白色。硬 櫛目は－単位が12条で、反時計廻りで刻む。

質。

推定口径32.4cm、器高12,1cm、底径13.6cnlを測る。やや上げ底気味の底部より体部は器肉を減半光沢のある褐色に発色l４８１ＳＤ 

らしながらハの字状に開く体部に移行し、内面に軽い段をもち、張り出しの弱い口縁帯に続く。した鉄釉。

□縁帯の口唇部は玉縁状に丸く肥大している。櫛目は－単位が16条を数え、反時計廻りに15単

位で内面体部を放射状に刻む。内面底部は、周縁部を一単位が「つ」の字状に廻り、空白の中

央部を充填する。

推定口径37.1cmほどを測る。ハの字状開く体部面は凹凸が目立ち、ロ縁帯は折縁で、内面には暗褐色に発色した鉄釉。ＬＰ８Ｇ 149 

強い陵を設ける。櫛目は－単位が20条を数える。淡黄白色。硬質。

Z8８ 

可

図番

号 出土地点 釉色・胎土・焼成 特徴点

132 ＬＰ９Ｇ 褐色に発色した鉄釉。淡

黄白色。硬質。

124.125と同様にロ唇部を波状に研磨する破片で、推定口径は36cm前後となろう。断面の形状

は125に似る。櫛目は一単位が11条を数える。

133 ＬＱ８Ｇ 光沢のある褐色に発色し

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

全体に薄手の作りで、127の形状に似るが、内面に軽い段を股けている。櫛目は－単位が16条で

ある。

134 ＳＭ１ 暗紫灰色に発色した鉄

粕。淡黄白色。硬質。

ﾛ縁帯の張り出しは弱く、内面の陵も僅かである。櫛目は－単位が19か20条であろう。

135 ＬＰ９Ｇ 半光

た鉄

沢の暗褐色に発色し

釉・淡黄白色｡硬質。

僅かな底部から体部下半の破片である。櫛目

は摩かれて無地を露ﾋﾄＩする。

幅広で、－単位が９条以上であろう。条間の凸

136 ＬＰ８Ｇ 光沢のある褐色に発色し

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

僅かな底部から体部下半の破片である。底部

される。－単位が12条を数える櫛目である。

回j伝糸切り末胸壁痕が残る。内面は櫛目が充填

137 ＬＰ９Ｇ 炉器質で爽雑鉱物粒を多

<含む。硬質。

外面体部下半に指頭圧痕、上半は凹凸を呈す 。櫛目は.単位が７条で、条は鋭い。

138 ＬＰ９Ｇ 同上 外面体部に凹凸を残す。底部からの立ち上がり部は摩耗が著しい。内面は櫛目で充填されてい

る。櫛目の｡-単位は明確を欠く。

139 Ｌ区 硬質で來雑鉱物粒は少な

い。

面体部は比較的スムーズな器面である。内面は櫛目で充坂される。櫛目の－単位は明確を欠

140 ＬＰ１０Ｇ 同上 面体部に細かな凹凸を呈する。一単位が５条の櫛目が充填する。

141 ＬＰ８Ｇ 暗紫灰色に発色した鉄

粕。淡黄白色。硬質。

振りな掴鉢片である。内面に沈線、外面に頚れを設けて玉縁気味な□縁部を作り出す。櫛目

-単位が13条で数える。

142 ＬＰ９Ｇ 光沢のある褐色に発色し

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

推定底径が12.6cmほどを測る。底部は回転糸切り末調整痕が残る。内面底部中央部から端にか

けて･単位が11条の櫛目で刻み、周縁部をＦつ」の字状に櫛目を廻らす。体部は櫛目を反時肝

廻りに刻む。内面の摩耗は僅かである。

143 ＬＰ９Ｇ 光沢のある褐色に発色し

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

推定底怪力

条を数え、

215cmほどを

反時計廻り

測る。内面底部立ち【色がり部が摩耗が箸

に刻む。底部は回腫糸切り未調整痕が残

しい゜体部の櫛目は--単位が1３

る。

144 ＬＰ Ｇ 光沢のある褐色に発色し

た鉄釉｡淡黄白色｡硬質。

推定口径が36.3cmほどを澗
縁で、|Hf面形が角状を呈す

｡ハの字状に開く体部の内外面に細かい凹凸が残る。ロ縁帯は折

｡櫛目は｡単位が15条を数える。

１４５ ＬＰ Ｇ 半光沢のある暗紫灰色に

発色した鉄釉。にぶい黄

白色。硬質。

推定口径34.4cm、器高13.（

陵を設ける。ロ縁帯の張り

状である。櫛目は－単位か

､推定底径l5cn】を測る。体部とロ緑帯間は細く頚れ、内面に軽い

しは弱い。口唇部内面に僅かに折り返しを設け、断面形がかぎ釣

条を数える。

146 ＬＰ９Ｇ 半光沢のある褐色に発色

した鉄釉。淡黄rl色。や

や軟調。

推定底径13.2cmほどを測る。底部内面と立ち上がり部は摩耗が著しく、内底部では無地まで摩

り減っている。残存内面は櫛目が充填されている。底部は回!'伝糸切り未調整痕が残る。

147 Ｌ区 光沢のある暗褐色に発色

した鉄釉。淡黄内色。硬

質。

推定底径13cmほどを測る。底部内面と立ち上がり部､底部外面に摩れと剥がれが多く見られる。

櫛目は－単位が12条で、反時計廻りで刻む。

148 ＳＤ 半光沢のある褐色に発色

した鉄釉。

定し縁で部推らロ位央
径32.4cm、器高12.1cm、底径13.6cmを測る。やや上げ底気味の底部より体部は器肉を減

がらハの字状に開く体部に移行し、内面に軽い段をもち、張り出しの弱いロ緑帯に続く。

の[.唇部は玉縁状に丸く肥大している。櫛目は－単位が16条を数え、反時計廻りに15単

面体部を放射状に刻む。内面底部は、周縁部を－単位が「つ」の宇状に廻り、空白の中

充填する。

149 ＬＰ８Ｇ 暗褐色に発色した鉄釉。

淡黄白色。硬質。

推定口径37.1cmほどを測る。ハの字状開く体部面は凹凸が目立ち、ロ縁帯は折縁で、内面には

強い陵を設ける。櫛目は－単位が20条を数える。



Ⅲ検出した遺構と遺物

土瓶

図番号 土器種 出土地点 量目 特 徴 点

土瓶150 口径８ＬＰ９Ｇ 鉄釉。淡榿黄白色。 注口先端部と底部付近を欠損する。胴部は算盤玉状を呈し、最大

径18cmを測る｡上部外面は東てによる斑点状はがれが目立つ。注
口部と体部の接合部に三孔が穿けられている。

土瓶151 最大胴部径15.5ＬＰ８．９Ｇ 同｜上 150の小型土瓶で､底部周縁部の三ケ所に小円形の粘土塊を付して
いよう。底径６

炮焙・土鍋・香炉

図番号 出土地点 量目 特 徴 点

152 ＬＰ９Ｇ 口径３６．７ ちぢれ底（注）を呈し、外周に一条の沈線と摩れが認められる。成形時に砂ける擦痕と摩耗痕であ
ろうか？体部は内湾気味に立ち上がり、ロ縁部端を丸くする。外面の立ち上り部は１cmほどの幅を
布等で拭きとっているのか滑らかで、やはり丁寧に拭きとりをしているのか？一ケ所に菊花の押印
を施す。耳は三耳で、内底部と内面体部上半にかけて装着する。内底周縁部と体部の接合内面に指
ナデを廻らす｡底部外面は褐色。内面は褐色～淡赤褐色。体部外面は黒褐色を呈し､ｽｽが付着す
る。（注)浜町屋敷内遺跡Ｃ地点より引用。群馬県埋蔵文化財調査事業団

器高５．４

底径３３．１

153 推定口径38.9ＬＰ９．１OＧ ちぢれ底を呈し、外周部にはナデが施されている。外面の立ち上がり部は部分的に箆削りを行う。
その上部には、やはり指頭状の窪みを呈し、ロ縁部から内面体部を横ナデする。内面はやや凹凸が
あるが滑かである。耳は三耳と考えられる。底部外面は褐色､内面が灰褐色､体部は外面黒褐色～灰
褐色を呈している。

器高５

推定底径3５

154 ＬＰ９Ｇ 同上のちぢれ底で、外周部にナデを施す。外面の立ち上がり部は箆削りが廻り、その上部に指頭状
の窪みが認められる。体部はやや直立気味に内湾する。底部外面は灰白色、内面暗褐色、体部外面
黒褐色でススが多く付着する。内面は暗灰褐色で、胎土は砂粒を多く含んでいる。－耳残存する。

155 ＬＰ９ｏ１０Ｇ 同上の形状を呈する底部で、体部外面に残る指頭状の窪み部は、雑なナデを施している。内底と体
部の接合部分には、指頭によるナデが明確に廻る。底部内外面は褐色､体部内外面が黒褐色を呈し、
外面にはススが付着する。

156 ＬＰ９Ｇ 

1５７ ＬＰ９Ｇ 

Ｉ 

158 推定口径37.6ＬＰ８．９Ｇ 

器高５．５

推定底径33.5

159 ＬＰ９Ｇ 

推定口径3８160 ＬＰ９．１OＧ 

器高５．２

推定底径34.4

１６］ ＬＰ１０Ｃ 器高５．１

162 ＬＰ９Ｇ 器高５．３

163 ＬＰ１０Ｇ 器高５．２

164 ＳＭ２ 器高６．７

Zａｇ 

図番号 十鶚種 出土地点 量目 特徴点

150 土瓶 ＬＰ９Ｇ ロ径８ 鉄釉。淡檀黄白色。 注口先端部と底部付近を欠損する。胴部は算盤玉状を呈し、最大

径18cmを測る。上部外面は東てによる斑点状はがれが目立つ。注
口部と体部の接合部に三孔が穿けられている。

151 土瓶 ＬＰ８．９Ｇ 最大胴部径15.5

底径６

同上 150の小型土瓶で､底部周縁部の貢ケ所に小円形の粘土塊を付して

いよう。

図番号 出土地点 量目 特徴点

152 ＬＰ９Ｇ 口径３６．７

器高５．４

底径３３．１

ちぢれ底（注）を呈し、外周に一条の沈線と摩れが認められる。成形時に紗ける擦痕と摩耗痕であ
ろうか？体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部端を丸くする。外面の立ち上り部は１cmほどの'隔を
布等で拭きとっているのか滑らかで、やはり丁寧に拭きとりをしているのか？．-ケ所に菊花の押印
を施す。耳は＝耳で、内底部と内面体部_上半にかけて装着する。内底周縁部と休部の接合内面に指
ナデを廻らす。底部外面は褐色。内面は褐色～淡赤褐色。体部外面は黒褐色を呈し、ススが付着す
ろ。（注)浜町屋敷内遺跡Ｃ地点より引用。群馬県埋蔵文化財調査事業団

153 ＬＰ９．１OＧ 推定【1径38.9

器高５

推宇鹿径3５

ちぢれ底を呈し、外周部にはナデが施されている。外面の立ち上がり部は部分的に篦削りを行う。
その上部には、やはり指頭状の窪みを呈し、ロ縁部から内面休部を横ナデする。内面はやや凹凸が
あるが滑かである。耳は三耳と考えられる。底部外面は褐色､内面が灰褐色､体部は外面黒褐色～灰
褐色を呈している。

154 ＬＰ９Ｇ 同上のちぢれ底で、外周部にナデを施す。外面の立ち上がり部は箆削りが廻り、その上部に指頭状
の窪みが認められる｡体部はやや直立気味に内湾する｡底部外面は灰白色､内面暗褐色､体部外面
黒褐色でススが多く付着する。内面は暗灰褐色で、胎土は砂粒を多く含んでいる。－瓦残存する。

155 ＬＰ９．１OＧ 同上の形状を呈する底部で、体部外面に残る指頭状の窪み部は、雑なナデを施している。内底と体
部の接合部分には、指頭によるナデが明確に廻る゜底部内外面は褐色､休部内外面が黒褐色を呈し、
外面にはススが付着する。

156 ＬＰ９Ｇ ほぼ同止二の形状を呈している。

157 ＬＰ９Ｇ ちぢれ底を呈する底部で、休部外面はくの字状を呈し、内面は比較的渚かに内湾する。内底部はや
や摩れている。残存する－耳も、内底部より体部上半にかけて装着している。底部外面は暗褐色、
内面と体部内面は淡褐色、体部外面は黒褐色を呈し静ススが多く付着している。

158 ＬＰ８．９Ｇ 推定口径37.6

器高５．５

推竹茸嵯梓33.5

多小凹凸のあるちぢれ底で、周縁部のナデは認められない。休部外面の指頭状の窪み部も雑にナデ
られている。底部内外が褐色～灰褐色、休部内面は灰褐色～黒褐色、外面黒褐色を呈す。耳は冠ﾕｧ
装着されていよう。

159 ＬＰ９Ｇ 157と同・イ同体であろう。

160 ｡IOＧ 推定口径３８

器高５．２

推定底径34.4

ちぢれ底を呈する底部で、周縁部に軽いナデが廻る゜外面休部の下半には箆削りを施す。また輪積
みによる凹凸が残る。耳は｣二耳残存するが､やはり三耳であろう。底部外面は褐色､lﾉN1面は褐色～灰
褐色、体部内外とも黒褐色で、部分的に褐色の色調を呈している。

161 ＬＰ１０Ｇ 器高５ユ 同」

灰椙
底部形を呈す。体部内外面は横ナデを施す。底部外面は褐色、内面は灰褐色、体部内外面は
～黒褐色を呈す,！

162 ＬＰ９Ｇ 器高５．３ 幅広 耳を装着する破片である。

163 ＬＰ１０Ｇ 器高５．２ 耳CＤ 部を欠損する破片で、休部外面､方面底部にもｽｽの付着が認められる。

164 ＳＭ２ 器高６．７ 底部と体部外面下半にちぢれ目（注）が残り、外面底部周織部に軽いナデを施している。体部外面
中位に明療な輪積痕を残す。この反対の内面には内陸（注）を設け、この内陸を挾んで耳が装着さ
れている。底部外面は褐色、内面灰褐色、体部外面は黒褐色を呈し、多量のススが付着する。内面
は灰褐色を呈している。（注）152と同じ



図|番号 出土地点 堂目 特 点徴

ちぢれ底を呈する底部で、全体に摩れている。一部に僅かであるが板目状圧痕と考えられる段が認

められる。体部外面は全面に横ナデを施す。耳はロ縁部端から体部中位にかけて装着され、耳の環

状部が中位に装着される部分に内陵が廻ろ。胎土には多量の砂粒が混入する.底部内外面、体部内

器高６．６165 ＳＭ１ 

面が褐色、体部外面が黒褐色を呈す。

器高５．３ ちぢれ底を呈する底部で、周縁部に軽いナデを廻らす。体部内外は横ナデを施す。底部外面褐色、ＬＰ１０Ｇ 166 

内面淡黒褐色、体部内外面が黒褐色を呈す。

器高４．４ 凹凸のあるちぢれ底で、やや器高が低い。色調は内外面とも灰褐色で、外面底部と体部の一部にス167 ＬＰｌＯＧ 

スが付着している。

推定口径3９ ちぢれ底を呈する底部で、安定した面である。体部は底部とほほ同じ器肉で立ち上がりロ縁部でや168 ＳＥ 

器高５．１ や肥大し、口唇部を丸める。体部内外面とも横ナデを施す。外面体部下半に指頭状の窪みが残る。

推定底径36.2 耳は二耳残存するが、全体では三耳となろう。底部外面は褐色、内面淡褐色、体部内外とも淡灰褐

色で、外面にススが付着する。

全体に淡褐色を呈する色調で、製作上の技法、形態は上記のものとさほど変化ないが、体部中位に169 ＬＯ１１Ｇ 器高５

3mmほどの孔を穿けている。焼成後のものである。

器高5.1 ちぢれ底を呈す底部で、外面体部下半に箆削りを施す。底部外面は褐色、内面と体部内外面は灰褐170 ＬＰ１０Ｇ 

色～黒褐色を呈し、外面体部にススが付着する。

やや舟底状を呈すと考えられるちぢれ底で、周縁部にナデを施す。体部は157.159に似る。底部外１７］ ＬＰ８Ｇ 

面は褐色、内面と体部内面が淡赤褐色、体部外面は暗褐色でススが付着する。

平坦で安定した器肉を保つちぢれ底で、外面体部下半に箆削りを廻らす。その上部に指頭状の窪み推定口径36.5172 ＬＰ１０Ｇ 

器高５ が中位まで残る。上半部から内面は横ナデを施す。底部内面は丁寧な拭きとりを施している為か、

滑かである。底部外面褐色、内面と体部内面は灰白色～灰褐色、体部外面は黒褐色を呈し、多量の推定底径3２

ススが付着する。

底部外面が淡灰褐色､内面と体部内外面が灰褐色～黒褐色を呈する｡器高５．４173 ＬＰ１０Ｇ 

器高５．３ 砂目（注）であろうか？底部外面に砂粒が多く付着している。外面体部下半は箆削りを廻らす。器ＬＰ９Ｇ 174 

面には輪積みによる凹凸が残る。底部外面は褐色～暗褐色、内面と体部内面は灰褐色、体部外面黒ＬＯ１１Ｇ 

褐色を呈し、多埜のススが付着する。（注）152と同じ

僅かであるが耳の装着部のはがれ痕が残る。底部外面は砂目と考えられ、全体に軽いナデを施す。推定口径33.9175 ＬＰ９．１OＧ 

外面体部下半に箆削りが廻り、その上部から内面は横ナデである。底部内面は丁寧な拭きとりを施器高５．２

推定底径30.5 し滑らかで、灰褐色を呈す。外面は淡褐色、体部は灰褐色～黒褐色である。

残存が悪い為に底部はちぢれ底なのか砂目底か判断できない。体部は５本の輪積と考えられ、ロ縁推定口径34.9６Ｍ１＋２ 176 

部を除いて指頭状の浅い窪みを体部外面に多く残す。ロ縁部はやや折縁状でハの字状に斜傾する体器高１７

部から移行する。内面は横ナデを施す。器面全体は淡灰褐色を呈し、粗砂粒を含む。やや軟調。

上げ底の砂目底で、器肉は薄く２～３ｍである。体部は四本の輪積と考えられ、底部より外反して口径３６．３177 ＬＰ９．１OＧ 

開き、内傾する平坦な口唇部に移行する。立ち上がり部とロ縁部には横ナデ、その空間部には指頭器高１２

状の窪みを多く残す。残存部での内耳の存在は認められない。底部と体部外面に多量のススが付着底径１９

する。内面は灰褐色～黒褐色を呈し、全体滑かである。

三足の円形香炉片で、底部は砂目底である。体部は横ナデが施され、外面に二条の沈線を廻らす。推定底径10.8178 ＳＥ 

色調は内外面灰褐色～黒褐色を呈し、砂粒を含む胎土である。比較的硬質な焼成。

Ｌ区出土石製品について

主なる石製品は、硯、砥石、臼、塔婆、板碑で、特に砥石が多量に検出された。

硯（第224図179～181）

検出された三点は、ＳＭ３～４間の掘り込み覆土中より出土。

IgD 

図番号 111土地点 虹目 特徴点

165 ＳＭ１ 器高６．６ ちぢれ底を呈する底部で、全休に摩れている。一部に僅かであるが板目状圧痕と考えられる段が魂

ぬられる。休部外面は全面に横ナデを施す。耳はロ縁部端から体部中位にかけて装着され、耳の環

状部が中位に装着される部分に内陸が廻ろ。胎土には多竝の砂粒が混入する。底部内外面、体部内

面が褐色、体部外面が黒褐色を呈す。

166 ＬＰ１０Ｇ 器高５．３ ちぢれ底

内面淡黒

呈する底部で、周縁部に軽いナデを廻らす。休部内外は横ナデを施す。底部外面褐色

色、休部内外面が黒褐色を呈す。

167 ＬＰ１０Ｇ 器高４．４ 凹凸のあ

スが付着

ちぢれ底で、やや器高が低い。色調は内外面とも灰褐色で、外面底部と休部の一部に

ている。

168 ＳＥ 推定口径3９

器高５．１

推定底係36.2

ちぢれ底を呈する底部で､安定した面である｡休部は底部とほぼ同じ器肉で立ち上がりﾛ緑部でや

や肥大し、口唇部を丸める。体部内外面とも横ナデを施す。外面体部下半に指頭状の窪みが残る。

耳は二耳残存するが、全休では三瓦となろう。底部外面は褐色、内面淡褐色、体部内外とも淡灰褐

色で、外面にススが付着する。

169 ＬＯ１１Ｇ 器高５ 全体に淡褐色を呈する色調で、製作上の技法、形態は上記のものとさほど変化ないが、休部中位に

3mmほどの孔を穿けている。焼成後のものである。

170 ＬＰ１０Ｇ 器高５．１ ちぢれ底を塁す底部で、外面体部下半に篦削りを施す。底部外面は褐色、内面と体部内外面は灰褐

色～黒褐色を呈し、外面体部にススが付着する。

171 ＬＰ８Ｇ やや舟底状を呈すと考えられるちぢれ底で、周縁部にナデを施す。体部は157.ﾕ59に似る。底部外

面は褐色、内面と体部内面が淡赤褐色、体部外面は暗褐色でススがｲJ･着する。

172 ＬＰ１０Ｇ 推定ロ径36.5

器高５

推定底径3２

平坦で安定した器肉を保つちぢれ底で、外面体部下半に篦削りを廻らす。その上部に指頭状の窪み

が中位まで残る。上半部から内面は横ナデを施す。底部内面は丁寧な拭きとりを施している為か、

渦かである。底部外面褐色、内面と体部内面は灰白色～灰褐色、体部外面は黒褐色を呈し、多重の

ススが付着する。

173 ＬＰ１０Ｇ 器高５．４ 底部外面が淡灰褐色、内面と体部内外面が灰褐色～黒褐色を呈する。

174 ＬＰ９Ｇ 

ＬＯ１１Ｇ 

器高５゜３ 砂目（注）であろうか？底部外面に砂粒が多く付着している。外面体部下半は箆削りを廻らす。器

面には輪積みによる凹凸が残る。底部外面は褐色～暗褐色、内面と休部内面は灰褐色、体部外面黒

褐色を呈し、多量のススが付着する。（注）152と同じ

175 ＬＰ９．１OＧ 推定口径33.9

器高５．２

推岸底径30.5

僅かであるが耳の装着部のはがれ痕が残る。底部外面は砂目と考えられ、全体に軽いナデを施す。

外面体部下半に篦削りが廻り、その上部から内面は横ナデである。底部内面は丁寧な拭きとりを施

し滑らかで、灰褐色を呈す。外面は淡褐色、体部は灰褐色～黒褐色である。

176 ６Ｍ１＋２ 推定口径34.9

器高１７

残存が悪い為に底部はちぢれ底なのか砂目底か判断で

部を除いて指頭状の浅い窪みを体部外面に多く残す。

部から移行する。内面は横ナデを施す。器面全体は淡

ない。体部は５本の輪積と考え

縁部はやや折縁状でﾊの字状に

褐色を呈し、粗砂粒を含む。や

れ、ロ縁

煩する体

軟調。

177 ＬＰ９．１OＧ 口径３６．３

器高１２

底径１９

上げ底の砂目底で、器肉は薄く２～３mmである。体音｜

開き、内傾する平坦な口唇部に移行する。立ち上がり

状の窪みを多く残す。残存部での内耳の存在は認めら

する。内面は灰褐色～黒褐色を呈し、全体滑かである

四本の輪積と考えられ、底部より外反して

ｋロ緑部には横ナデ、その空間部には指頭

ない。底部と体部外面に多量のススが付着

178 ＳＥ 推定底径1０８ 三足の円形香炉片で、底部は砂月底である。体部は横ナデが施され、外面に二条の沈線を廻らす。

色調は内外面灰褐色～黒褐色を呈し、砂粒を含む胎土である。比較的硬質な焼成。
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179．残存長９cm、幅3.9cm、厚さ1.1cmを測り、比較的小型のもので、池部の最深部付近を欠損。墨堂中

央が僅かに窪み、多くの擦痕が残る。墨堂を囲む硯縁は、３～４ｍほどえぐって作り出され、７cmほ

どの墨堂を設ける。池部の境は、弱い弧状を呈し、14.ほどの傾斜で池部を掘り込んでいる。石質は、

黒色頁岩。

180．残存長9.3cmを測り、硯縁の三方を欠く。残る縁も全長を留めていない。墨堂中央部が大きく窪み、

その窪みは、池部まで介入している。墨堂から池部への変化点も緩やかなスロープを呈している。裏

面は、大半が剥離しているが、僅かに残る面に擦痕が多く残る。石質は、緑色頁岩。

181．長さ12.4cm、幅5.1cm、残存厚12cmを測り、池部と硯縁部が剥離する。墨堂は、全体に平滑である

が、中央部が僅かに窪んでいる。石質は、粘板岩である。

砥石（第224～227図182～239）

総数58点の大半は､ＳＭ３～４間の掘り込み霧i土中より出土した｡石質により二分され､小型のものは、

砂岩質、大型のものは、安山岩質が大半を占め、形状により細分される。

Ａ類模状を呈するもの

使用面に陵を呈し、スロープ状となるもので、使用面が一面、二面、多面に分かれる。－面、二面、

側面に鋸引痕を残すものが多い。

182.183.184.185.188.189.191．197.198.199.200.204.205.206．207.208.209.210. 

211.212.215．２１６．２１７．２１８．２２０．２２１ 

Ｂ類板状・方形状を呈すろもの

使用面の大半がほぼ平滑で、断面が板状、方形を呈するもので、側面の多くに鋸引痕を残す。

186.187.190.192.194.203.219．２２２．２２３ 

Ｃ類台形状を呈するもの

断面形が台形状を呈し、側面にノミ痕等を残す。

１９５．１９６．２０１．２０２．２１３ 

，類梶棒状のもの

先端部が丸く肥大する。

２１４．２３４．２３５．２３６．２３８ 

Ｅ類多面柱状のもの

使用面が多面で、柱状を呈する。

２２８．２２９．２３０．２３１．２３２．２３３．２３７ 

Ｆ類その他、長方形、正方形、球体形のもの

２２４．２２５．２２７．２３９ 

|， 

１
１
 

以上の様に、６種の形態に分類できるが、さらに手持ち、置き砥の使用形態で分類されるし、使用工

程（荒砥～仕上げ砥）による分類も考えられる。

石臼、石鉢類（第227.228図240～248,250）

石臼の上臼が５点、下臼が２点、はんぎり片が２点、石鉢片が１点の計10点が出土。

Zｇ６ 



上臼の破片中、その形状を留める250は、SD62より出土した。直径23cm、高さ９cm、上縁高さ2.1cm、

上縁2.8cm、ふくみ1.2cm、芯穴の径２２cm、供給口の径1.5cm、挽き手穴の径L8cmを測る。下臼とのすり

合せ部は摩耗し、分画目等は消え、ものくばりが８cmほど残る。

下臼は、２点出土したが、分画目、副溝は小片の為に不明であるが、目は、Ｖ字溝を呈し、粗雑であ
る。

石鉢と考えられる247.248は、両者とも安山岩の石質である。

宝筐印塔・板碑（第228図249.251～253）

宝筐印塔の笠部は、ＳＥ７より出土。板碑片は、総てが破片である。252は種子がキリークの一部と考え

られ、251は表面が剥離している為、裏面のノミ痕を拓影した。253も全体に荒れがひどいが、額線の－
部が残る。
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Ⅲ検出した遺構と遺物

（７）Ｍ・Ｎ．Ｏ区（第230,231図）

Ｌ区の大主１号線東側より、神沢川間は、調査区北側にトレンチを設け、遺構の確認を行った。しか

し、水田、桑畑下は、砂層と粘質土が互層気味に堆積し、下層は礫層に続く状況で、僅かに砂属中より

土器片が出土した。

可

UＩ ２０ｍ 
１１１ 

第230図Ｍ、Ｎ、Ｏ区北壁十層回

Ｍ・Ｎ．ｏ区北壁土層説明Ｍ・Ｎ.Ｏ区出土遺物（第232図）

１．２灰暗褐色粘質土現水田１０．１１．１６暗褐色砂質土
１．内湾する胴部より、<の字の頚部を設け、

３暗褐色粘質土１２．１５黒色土

口縁音旧へ移行する破片で、褐色～黒褐色の
４３層より暗い暗褐色粘質±１３褐色砂質土

５．８．１８砂層１４耕作土現桑畑色調を呈し、胎土中に繊維を含む｡文様は、

６黒褐色粘質土１７暗褐色土頚部と胴部に二ケ所、横位の無文帯を挾ん
７暗褐色砂質粘質土

で、爪形文を伴う平行沈線文を上下に並走

させ、空間部を縦位に同様の平行沈線文を

垂下させ、さらに、区画内を斜位に施し、上下、左右が対称となる文様を描く。地文も同様に、文様

と対称となるように、ＲＬとＬＲを斜位に転がしている。Ｂ群２類に比定されようが、羽状縄文の地

、９



Ｐ 

文を施し、菱形文の集合的モチーフは、有尾糸土器に認められ、黒浜式土器との差異が指摘される。

基本的に、胎土中に繊維を含まない土器が有尾糸土器とされており、現時点に鮫いては、Ｂ群２類と

して分類した。

この外に、中期加曾利Ｅ式、土師器の小片が

出土している。

１ 

第231図Ｍ、Ｎ、Ｏ区lLH＋遺物
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